
市報市報

2006  June  No.9402006  June  No.940
月 日16

Contents おもな内容

特集

鳥取市のごみ事情
シリーズ元気です・ いなばぴょんぴょんネット
松くい虫防除の薬剤空中散布・貯水槽の管理
同和問題シリーズ
まちかどアルバム
情報ひろば
水道通信・スポレク鳥取2006
狂犬病予防注射・医療通信
弥生から時を超えて・シリーズ環境大学
市長からの手紙・パブリックインフォメーション
市民美術展・食

8

10

11

12

14

20

21

22

23

24

2
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問い合わせ先　
市役所本庁舎生活環境課
 （0857）20-3217

※※ゼロ・ウェイスゼロ・ウェイストト　
出てきたごみを「燃やす」「埋め立てる」「な
んでもリサイクルする」のではなく、「そも
そもごみを発生させないようにする」とい
う考え方。

環境を守るための
ごみダイエット

　私たちの身の私たちの身の周りには、大量生産された製品があふれ、スー周りには、大量生産された製品があふれ、スー
パーやコンビニエンスストア、自動販売機などで、いつでも容パーやコンビニエンスストア、自動販売機などで、いつでも容
易に手に入れることができます。これまではそういった消費活易に手に入れることができます。これまではそういった消費活
動が、便利で快適な生活を支えてきました。しかし、その一方動が、便利で快適な生活を支えてきました。しかし、その一方
で大量のごみが発生しているのです。で大量のごみが発生しているのです。
　本市では、環境先進都市をめざし、　本市では、環境先進都市をめざし、ISO14001ISO14001の認証取得をの認証取得を
行うなど、行うなど、大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会から、資源大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会から、資源
を効率的に利用し、ごみをできるだけ少なくを効率的に利用し、ごみをできるだけ少なくする「循環型社会」する「循環型社会」
に移行するに移行するための取り組みを行っための取り組みを行っていています。ます。
　21世紀は「環境の世紀」と言われて　21世紀は「環境の世紀」と言われています。地球環境に負います。地球環境に負
荷を与え続けている荷を与え続けている現在の社会システムを見直し、自然と社会現在の社会システムを見直し、自然と社会
が調和した環境づくりを進めていかなければなりません。廃棄が調和した環境づくりを進めていかなければなりません。廃棄
物の排出物の排出の抑制、再利用、適正な処理などによの抑制、再利用、適正な処理などにより、り、市民のみな市民のみな
さんと「協働」してさんと「協働」してごみを少なくする習慣やシステムづくりをごみを少なくする習慣やシステムづくりを
進め、ごみのないごみゼロ（進め、ごみのないごみゼロ（※※ゼロ・ウェイスゼロ・ウェイストト）社会をめざ）社会をめざ
しましょう。しましょう。

鳥取市鳥取市ののごみ事情ごみ事情

  特　集   
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（千円）

稼

■場　　所　西今在家 228
■対象地域　鳥取地域
■処理能力　270 ㌧ /24 時間
■稼働期限　25 年 3月
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■場　　所　福部町箭
や

渓
だに

281-3
■対象地域　福部地域
■処理能力　5 ㌧ /8 時間
■稼働期限　25 年 3月

■場　　所　国府町岡益 464
■対象地域　国府地域
■処理能力　12 ㌧ /8 時間
■稼働期限　25 年 3月

■場　　所　気高町八
や

束
つか

水
み

2160
■対象地域　西部地域
■処理能力　25 ㌧ /8 時間
■稼働期限　25 年 3月

■場　　所　河原町山手563-50
■対象地域　南部地域
■処理能力　34 ㌧ /8 時間
■稼働期限　20 年 6月
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（万 t）
合　計
可燃ごみ

資源ごみ
不燃ごみ83,371t83,371t83,371t

73,576t73,576t

3,913t3,913t

5,882t5,882t

73,576t

3,913t

5,882t

80,884t80,884t 78,967t78,967t

67,529t67,529t

5,325t5,325t

6,113t6,113t

78,265t78,265t

65,921t65,921t

6,104t6,104t

6,240t6,240t

77,712t77,712t

3,203t3,203t

71,267t71,267t

3,920t3,920t

5,697t5,697t 10,230t10,230t

80,884t 78,967t

67,529t

5,325t

6,113t

78,265t

65,921t

6,104t

6,240t

77,712t

3,203t

71,267t

3,920t

5,697t 10,230t
64,279t64,279t64,279t

グラフ1　年間ごみ収集量

13年度　　  14年度　　  15年度　　  16年度　　  17年度

グラフ2　1人当たり年間ごみ処理原価

13年度   14年度  15年度   16年度

ク
リ
ー
ン
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ン
タ
ー

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

や
ず
や
ず

13,203円
13,812円 13,777円

15,245円

■1人当たりの年間ごみ排出量（平成16年度）　　　　   391㌕
■1人当たりの年間ごみ処理原価（平成16年度）15,245円
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▽ 汚れているものは軽
く水洗いし、透明また
は半透明な袋に入れて
出してください。
※マヨネーズ容器は、
はさみなどで切り水洗
いをするなど、必ず中
身をきれいに取り除い
てから出してください。
また、袋に入れる際に
は小袋に包んだものを
また袋に入れないでく
ださい。

▽ビンのキャップやふたは必ずはず
して、中を水ですすぎ、袋に入れな
いでそのまま出してください。
※アルミ缶などの缶は、つぶさない
でください。割れたビンは小型破砕
ごみです。

▽生ごみは水切りを十分に
し、鳥取市指定袋に入れて
出してください。

可燃ごみ

▽軽く水洗いし、袋
などに入れないでそ
のまま出してくださ
い。

　本市ではごみを９種 13分別して収集しています。正しい分別の仕方につい
て、職員による出前説明会も行っておりますので、生活環境課にお気軽に相談
ください。収集日については、3月 15 日発行の「とっとり市報」、「各総合支
所だより」をご覧ください。

別
生ごみ、紙くず、布、草木など生ごみ、紙くず、布、草木など

古紙類
新聞、雑誌、段ボール新聞、雑誌、段ボール

▽ガムテープなどで束ねないで、必
ずひもで束ねて出してください。

食品トレー

資源ごみ
飲料用、食品用のビン・缶類など飲料用、食品用のビン・缶類など

プラスチックごみ
プラスチックのみでプラスチックのみで
できたものできたもの

市
民
と
行
政
が
一
体
と

市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
問
題
の
解
決
を

な
っ
て
問
題
の
解
決
を

不
法
投
棄
、
野
焼
き
は

不
法
投
棄
、
野
焼
き
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

白色の白色の
食品用トレーのみ食品用トレーのみ

11

22

33

44

55
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こ
れ
ら
の
も
の
は
決
し
て
ご
み
ス
テ

こ
れ
ら
の
も
の
は
決
し
て
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
い
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
は
、

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
は
、

自
治
会
（
町
内
会
）
や
集
合
住
宅
の

自
治
会
（
町
内
会
）
や
集
合
住
宅
の

管
理
者
の
み
な
さ
ん
に
し
て
い
た
だ

管
理
者
の
み
な
さ
ん
に
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

い
て
お
り
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
潔
に
保
つ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
潔
に
保
つ

と
と
も
に
、
ご
み
容
器
が
飛
散
し
な

と
と
も
に
、
ご
み
容
器
が
飛
散
し
な

い
よ
う
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

い
よ
う
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。
す
。

　　　

本
市
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定

　

本
市
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定

し
て
地
域
の
環
境

し
て
地
域
の
環
境

美
化
に
努
め
て
い

美
化
に
努
め
て
い

た
だ
く
環
境
推
進

た
だ
く
環
境
推
進

員
制
度
を
設
け
て

員
制
度
を
設
け
て

お
り
、
今
後
も
、

お
り
、
今
後
も
、

県
と
連
携
し
た
環

県
と
連
携
し
た
環

境
美
化
キ
ャ
ン
ペ

境
美
化
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
や
、

ー
ン
の
実
施
や
、

地
域
の
自
発
的
な

地
域
の
自
発
的
な

美
化
活
動
を
推
進

美
化
活
動
を
推
進

し
、
市
域
全
体
の

し
、
市
域
全
体
の

環
境
美
化
の
促
進

環
境
美
化
の
促
進

をを
図
り
ま
す
。

図
り
ま
す
。

  特　集   環境を守るためのごみダイエット環境を守るためのごみダイエット

▽カセットボンベやスプレー缶は、使い切ってか
ら風通しのよい屋外で、穴を開けて袋に入れない
で出してください。

▽キャップとラベルを
はずして、中を水です
すぎ、つぶさないで透
明または半透明な袋に
入れて出してください。
※みりん・料理酒・ソー
ス・食用油は、プラス
チックごみに出してく
ださい。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
囲
ん
だ
焼
却
炉
も
野

ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
囲
ん
だ
焼
却
炉
も
野

焼
き
に
あ
た
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

焼
き
に
あ
た
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　　　　　　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
農
薬
や
医

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
農
薬
や
医

療
系
廃
棄
物
（
注
射
器
な
ど
）
を
出

療
系
廃
棄
物
（
注
射
器
な
ど
）
を
出

さ
れ
る
と
、
収
集
ま
た
は
処
理
過
程

さ
れ
る
と
、
収
集
ま
た
は
処
理
過
程

で
有
毒
ガ
ス
や
感
染
物
質
が
も
れ

で
有
毒
ガ
ス
や
感
染
物
質
が
も
れ

出
、
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
中
身

出
、
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
中
身

の
あ
る
ラ
イ
タ
ー
、
穴
を
空
け
て
い

の
あ
る
ラ
イ
タ
ー
、
穴
を
空
け
て
い

な
い
ス
プ
レ
ー
は
、
収
集
車
内
で
火

な
い
ス
プ
レ
ー
は
、
収
集
車
内
で
火

災
や
爆
発
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り

災
や
爆
発
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
人
命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

ま
す
。
人
命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、

■家電 4品目（テレビ、冷蔵（冷凍）庫、洗濯機、エアコン）
　購入先または買い替え先の家電小売業者に、引
取りを依頼してください。また、直接指定引取場
所まで持ち込むこともできます。

■パソコン
　それぞれの製造業者の受付窓口に、引取りを依
頼してください。

ペットボトル
飲料、酒類、しょうゆ飲料、酒類、しょうゆ小型破砕ごみ

化粧ビン、スプレー缶類、化粧ビン、スプレー缶類、
鍋、CDなど鍋、CDなど

▽それぞれ別の半透明な袋に入れて出してください。
※電球は、小型破砕ごみに出してください。ボタン型電池や
充電式電池は電気店やカメラ店などに依頼してください。

乾電池等

▽大型ごみ受付センター  
（0857）22-0353まで収集
を依頼してください（合併
地域の大型資源ごみは、18
年度までは現行どおり定期
収集します）。

大型ごみ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

持
ち
出
し
に
ご
注
意
を

持
ち
出
し
に
ご
注
意
を

住
ん
で
い
る
地
域
を
美
し
く

住
ん
で
い
る
地
域
を
美
し
く

す
る
活
動
を
促
進

す
る
活
動
を
促
進

岩倉地区環境推進委員リーダー

廣 田 哲 夫さん  Tetsuo  Hirota

ごみ問題は永遠の課題
一人ひとりの意識が大切

筒型乾電池、蛍光管、水銀体温計筒型乾電池、蛍光管、水銀体温計

　岩倉地区には 19の町内会があり、当番制でごみステー
ションの管理や清掃などを行っていますが、分別をしてい
ない一部の心ない人たちがいます。収集してもらえなかっ
たごみを当番が持ち帰り、分別し直して次の収集日に出し
ています。また、1年に 4回、不法投棄を監視するため地
区内をパトロールしています。さらに、年末の不燃ごみを
収集しない日には、ステーションを回り不燃ごみのチェッ
クや、散乱しないようシートをかぶせたり、各世帯を回り
確認して引き取ってもらったりしています。
　町内会の会合でいつも話題になるのはごみ問題。分別方
法などの周知をさらに徹底して、市民と行政が協力しあい
解決していかなければならないと思います。

扇風機、ガスコンロなど扇風機、ガスコンロなど 66
77

88

99
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み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

に
よ
っ
て
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ

に
よ
っ
て
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
生
ご
み
の
水
切
り

と
が
で
き
ま
す
。
生
ご
み
の
水
切
り

を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
そ
の

を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。

ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
し
て
、

　

そ
し
て
、
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物

の
際
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
、
商
品

の
際
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
、
商
品

を
購
入
の
際
に
は
余
分
な
包
装
、
カ

を
購
入
の
際
に
は
余
分
な
包
装
、
カ

バ
ー
を
断
わ
る
な
ど
、

バ
ー
を
断
わ
る
な
ど
、
ご
み
の
発
生

ご
み
の
発
生

抑
制
運
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

抑
制
運
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　　

現
在
の
と
こ
ろ
、
ご
み
の
量
は
減

現
在
の
と
こ
ろ
、
ご
み
の
量
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
ご

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
ご

み
の
減
量
化

み
の
減
量
化

の
た
め
の
継

の
た
め
の
継

続
的
・
持
続

続
的
・
持
続

的
な
取
り
組

的
な
取
り
組

み
が
必
要
で

み
が
必
要
で

す
。
す
。

　

本
市
で
は

　

本
市
で
は

次
の
よ
う
な

次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を

取
り
組
み
を

行
い
、
ご
み

行
い
、
ご
み

の
減
量
化
を

の
減
量
化
を

ご
み
の
減
量
化
、
環
境
美
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

ご
み
の
減
量
化
、
環
境
美
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
を

生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

推
進
し
て
い
ま
す
。

■
再
資
源
化
等
推
進
事
業

■
再
資
源
化
等
推
進
事
業

　

町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
再
生

　

町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
再
生

資
源
回
収
運
動
を
実
施
し
て
い
る
団

資
源
回
収
運
動
を
実
施
し
て
い
る
団

体
に
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励

体
に
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励

金
を
出
し
て
い
ま
す
（
新
聞
、
雑
誌
、

金
を
出
し
て
い
ま
す
（
新
聞
、
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル

ダ
ン
ボ
ー
ル==

６
円
／
㌕
、
ビ
ン

６
円
／
㌕
、
ビ
ン==

４
円
／
本
、
そ
の
他

４
円
／
本
、
そ
の
他==

４
円
／
㌕
）。

４
円
／
㌕
）。

■
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
制
度

■
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
制
度  

　　

家
庭
用

家
庭
用

生
ご
み
処
理

生
ご
み
処
理

機
の
購
入
に

機
の
購
入
に

要
す
る
経
費

要
す
る
経
費

の
３
分
の
１

の
３
分
の
１

の
補
助
を
行

の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す

っ
て
い
ま
す

（
２
万
円
を

（
２
万
円
を

限
度
）。

限
度
）。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル  

　

市
内
の
小
中
学
校
が
中
心
と
な

　

市
内
の
小
中
学
校
が
中
心
と
な

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
リ

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
回
収
を
行
っ
て

サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　　　　　　　　
「
大
量
生
産
・
大
量
消

「
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
」
を
繰
り

費
・
大
量
廃
棄
」
を
繰
り

返
し
て
き
た

返
し
て
き
た
2020
世
紀
、
私
た
ち
は
、

世
紀
、
私
た
ち
は
、

限
り
あ
る
天
然
資
源
を
大
量
に
消
費

限
り
あ
る
天
然
資
源
を
大
量
に
消
費

し
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
も
地
球
の

し
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
も
地
球
の

処
理
能
力
（
分
解
・
浄
化
）
を
超
え

処
理
能
力
（
分
解
・
浄
化
）
を
超
え

た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

2121
世
紀
を
生
き
る
こ
れ
か
ら
の
私

世
紀
を
生
き
る
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
は
、
今
ま
で
の
生
活
を
改
め
、

た
ち
は
、
今
ま
で
の
生
活
を
改
め
、

資
源
の
循
環
を
基
調
と
し
た
「
循
環

資
源
の
循
環
を
基
調
と
し
た
「
循
環

型
社
会
」
へ
の
移
行
に
努
め
る
必
要

型
社
会
」
へ
の
移
行
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
と
は
、「
大
量
リ
サ

　

循
環
型
社
会
と
は
、「
大
量
リ
サ

イ
ク
ル
社
会
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ク
ル
社
会
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
多
額
の
経
費
が
か

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
多
額
の
経
費
が
か

か
る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た

か
る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た

め
に
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

め
に
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
か
ら
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
万
能

る
か
ら
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
万
能

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
み
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
み
の

発
生
を
抑
制
す
る
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」

発
生
を
抑
制
す
る
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」

や
、
手
を
加
え
ず
に
再
度
使
う
「
リ

や
、
手
を
加
え
ず
に
再
度
使
う
「
リ

ユ
ー
ス
」
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り

ユ
ー
ス
」
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

　６月５日は環境
の日です。1972
年にストックホル
ムで開かれた国連
人間環境会議を記
念して定められた
もので、日本では、
平成3年度から6月を「環境月間」とし、全国
でさまざまな行事が行われています。
　鳥取県でも５月30日～6月5日を「ごみ減量・
リサイクル週間」とした広報活動などを行って
おり、本市でも関連したイベントとして、6月
4日（日）午前10時から午後3時まで、リフ
ァーレンいなばで「リサイクル・フェスティバル」
が開催されます。
　また、市職員による不法投棄防止のための強
化パトロールも随時行っていく予定です。
　みなさんもこの環境月間を機会に、改めて「環
境」について考え、行動してみませんか？

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
か
ら

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
か
ら

減
量
化
を

減
量
化
を

資
源
の
循
環
を
基
調

資
源
の
循
環
を
基
調

と
し
た

と
し
た

「
循
環
型
社
会
」
へ

「
循
環
型
社
会
」
へ

６月は環境月間
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Re
  特　集   環境を守るためのごみダイエット環境を守るためのごみダイエット

　本市では「人が輝きまちがきらめく快
適・環境都市鳥取」の実現をめざし、市
民・市民活動団体・事業者、そして行政
が一体となって、持続可能な循環型社会
を形成するため、３R運動を強力に推進
しています。
　そのためには、さらなるごみの減量化・
再資源化を推進するため、平成22年度
を目標に、1人1日あたりのごみの総排
出量を1,068㌘から900㌘に、資源回
収率を12.4㌫から20㌫とする数値目標
を定め取り組んでいるところです。
　この目標を達成するためには、市民や
事業者のみなさんに、ごみ問題を自らの
問題としてとらえ行動していただくこと
が必要であり、ごみになるようなものは
買わない、物を大切にし繰り返して使う、
ごみになった場合は分別を徹底し再資源
化を図るなど、ごみゼロ社会に向けた取
り組みを、みなさんと一緒になって進め
ていきたいと考えております。

地球環境を守るための3 つの R

ものを大切にし、ごみを出さない Reduse=リデュース

使い終わっても、繰り返して使う Reuse=リユース

処分するときは、資源として再生する Recycle=リサイクル

生活環境課

坂
さか

本
もと

 正
まさ

夫
お

課長

み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て

み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て

循
環
型
社
会
の
形
成
に

循
環
型
社
会
の
形
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

取
り
組
み
ま
す
。

ご
み
の
有
料
化
を
検
討

ご
み
の
有
料
化
を
検
討

処
理
施
設
の
必
要
性

処
理
施
設
の
必
要
性

　　　　

ご
み
減
量
化
の
有
効
な
手
段
の
一

ご
み
減
量
化
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が

つ
と
し
て
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が

あ
り
ま
す
。
ご
み
の
排
出
者
と
し
て

あ
り
ま
す
。
ご
み
の
排
出
者
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
排
出

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
排
出

量
に
応
じ
た
負
担
の
公
平
性
を
確
保

量
に
応
じ
た
負
担
の
公
平
性
を
確
保

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
発
生
抑
制
・

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
発
生
抑
制
・

循
環
利
用
の
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か

循
環
利
用
の
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か

け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と

け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
と

し
て
、
合
併
前
の
町
村
や
他
都
市
で

し
て
、
合
併
前
の
町
村
や
他
都
市
で

も
一
定
の
減
量
効
果
が
確
認
さ
れ
て

も
一
定
の
減
量
効
果
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
減

　

本
市
と
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
減

量
化
・
資
源
化
対
策
を
推
進
す
る
た

量
化
・
資
源
化
対
策
を
推
進
す
る
た

め
に
も
、
今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん

め
に
も
、
今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
協
議
し
な
が
ら
、
導
入
に
つ
い
て

と
協
議
し
な
が
ら
、
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

　　

本
市
は
、
引
き
続
き
ご
み
の
減
量

本
市
は
、
引
き
続
き
ご
み
の
減
量

化
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
き
ま

化
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
生
活
を
営
む
う
え
で
、
ご
み

す
が
、
生
活
を
営
む
う
え
で
、
ご
み

は
必
然
的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ

は
必
然
的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ

り
、
り
、
依
然
と
し
て
可
燃
ご
み
は
全
体

依
然
と
し
て
可
燃
ご
み
は
全
体

の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の

れ
ら
の
ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
た

ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
た

め
の
施
設
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

め
の
施
設
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

　

本
市
で
は
５
つ
の
可
燃
ご
み
処
理

　

本
市
で
は
５
つ
の
可
燃
ご
み
処
理

施
設
が
稼
働
中
で
す
が
、
耐
用
年
数

施
設
が
稼
働
中
で
す
が
、
耐
用
年
数

な
ど
が
近
づ
い
て
い
る
た
め
、
新
施

な
ど
が
近
づ
い
て
い
る
た
め
、
新
施

設
の
建
設
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

設
の
建
設
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
市
を
含
む
鳥
取
県
東
部
の
市

す
。
本
市
を
含
む
鳥
取
県
東
部
の
市

町
村
の
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
鳥

町
村
の
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
鳥

取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
主

取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
主

体
と
な
り
、
河
原
町

体
と
な
り
、
河
原
町
国国く
に
ふ
さ

く
に
ふ
さ英英
地
区
を
候

地
区
を
候

補
地
と
し
て
、
現
在
、
協
議
を
進
め

補
地
と
し
て
、
現
在
、
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
層
の
減
量
化
と
資
源
化
対
策
を
推
進
し
、

一
層
の
減
量
化
と
資
源
化
対
策
を
推
進
し
、

ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に

ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に
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シリーズシリーズ

4051

た
円
盤
を
ボ
ー
リ

た
円
盤
を
ボ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
滑

ン
グ
の
よ
う
に
滑

ら
せ
て
投
げ
、

ら
せ
て
投
げ
、
1010
㍍
先
に
あ
る
円

㍍
先
に
あ
る
円

の
中
心
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競

の
中
心
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競

う
も
の
で
す

う
も
の
で
す
。
重
さ
が

。
重
さ
が
約
３
㌔
あ

約
３
㌔
あ

る
ス
ト
ー
ン
は
、
ず
っ
し
り
と
し
て

る
ス
ト
ー
ン
は
、
ず
っ
し
り
と
し
て

い
ま
す
が
、

い
ま
す
が
、
力
は
ほ
と
ん
ど
必
要

力
は
ほ
と
ん
ど
必
要

な
く
、
ス
ー
ッ
と
糸
を
引
く
よ
う
に

な
く
、
ス
ー
ッ
と
糸
を
引
く
よ
う
に

な
め
ら
か
に
滑
っ
て
い
き
ま
す
。

な
め
ら
か
に
滑
っ
て
い
き
ま
す
。
男男

性
女
性
、
年
齢
な
ど
関
係
な
く
楽
し

性
女
性
、
年
齢
な
ど
関
係
な
く
楽
し

め
、
ス
ト
ー
ン
を
離
す
タ
イ
ミ
ン
グ
さ

め
、
ス
ト
ー
ン
を
離
す
タ
イ
ミ
ン
グ
さ

え
つ
か
め
れ
ば
、
誰
で
も
す
ぐ
に
投

え
つ
か
め
れ
ば
、
誰
で
も
す
ぐ
に
投

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
。

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
。

　

代
表
の
岸
田
さ
ん
は
「
３
年
前

　

代
表
の
岸
田
さ
ん
は
「
３
年
前

の
大
会
に
は
３
人
で
出
場
し
ま
し

の
大
会
に
は
３
人
で
出
場
し
ま
し

た
。
今
で
は
少
し
ず
つ
輪
が
広
が
っ

た
。
今
で
は
少
し
ず
つ
輪
が
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
解
消

て
き
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
解
消

に
な
る
し
、
み
ん
な
が
和
や
か
に
楽

に
な
る
し
、
み
ん
な
が
和
や
か
に
楽

　
「
ユニ
カ
ー
ル
」
…
。
ど
こ
か
で
聞

「
ユニ
カ
ー
ル
」
…
。
ど
こ
か
で
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
、
な
い
よ

い
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
、
な
い
よ

う
な
言
葉
で
す
よ
ね
。
ト
リ
ノ
オ

う
な
言
葉
で
す
よ
ね
。
ト
リ
ノ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
種

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
種

目
で
準
決
勝
進
出
を
逃
し
た
も
の

目
で
準
決
勝
進
出
を
逃
し
た
も
の

の
、
メ
ダ
ル

の
、
メ
ダ
ル
候
補
の

候
補
の
カ
ナ
ダ
や
イ
ギ

カ
ナ
ダ
や
イ
ギ

リ
ス
を
破
る
大
活
躍
を
見
せ
た
「
チ

リ
ス
を
破
る
大
活
躍
を
見
せ
た
「
チ

ー
ム
青
森
」

ー
ム
青
森
」
の
姿
は
、
み
な
さ
ん
の

の
姿
は
、
み
な
さ
ん
の

記
憶
に

記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

う
か
。

　

こ
の
冬
の
氷
上
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

　

こ
の
冬
の
氷
上
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

カ
ー
リ
ン
グ
の
興
奮
を
、
シ
ー
ズ
ン

カ
ー
リ
ン
グ
の
興
奮
を
、
シ
ー
ズ
ン

以
外
で
も
屋
内
で
気
軽
に
味
わ
お

以
外
で
も
屋
内
で
気
軽
に
味
わ
お

う
と
、
１
９
７
９
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

う
と
、
１
９
７
９
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
考
案
さ
れ
た

ン
で
考
案
さ
れ
た
の
が
ユ
ニ
カ
ー
ル
。

の
が
ユ
ニ
カ
ー
ル
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
略

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
略

し
た
も
の
で
、「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

し
た
も
の
で
、「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

だ
れ
で
も
で
き
る
カ
ー
リ
ン
グ
」
と

だ
れ
で
も
で
き
る
カ
ー
リ
ン
グ
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
佐
治
町
ユ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
佐
治
町
ユ

ニ
カ
ー
ル
同
好
会
」
の
み
な
さ
ん
は
、

ニ
カ
ー
ル
同
好
会
」
の
み
な
さ
ん
は
、

２
０
０
４
年
に
鳥
取
県
で
開
催
さ

２
０
０
４
年
に
鳥
取
県
で
開
催
さ

れ
た
「
第

れ
た
「
第
5858
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ

回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会

ョ
ン
大
会
ININ
と
っ
と
り
」
へ
の
出
場

と
っ
と
り
」
へ
の
出
場

が
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

が
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ユ
ニ
カ
ー
ル
は
、
特
製
の
カ
ー
ペッ

　
ユ
ニ
カ
ー
ル
は
、
特
製
の
カ
ー
ペッ

ト
を
体
育
館
に
敷
き
、
そ
の
上
を

ト
を
体
育
館
に
敷
き
、
そ
の
上
を

ス
ト
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
取
っ
手
の
つ
い

ス
ト
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
取
っ
手
の
つ
い

し
ん
で
や
っ
て
ま
す
」
と
目
を
細
め

し
ん
で
や
っ
て
ま
す
」
と
目
を
細
め

ま
す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は

ま
す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
3030
〜〜
6060

歳
代
ま
で

歳
代
ま
で
1010
数
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

数
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
す
。

　　　　

勝
敗
は
１
チ
ー
ム
３
人
で
相
手
チ

勝
敗
は
１
チ
ー
ム
３
人
で
相
手
チ

ー
ム
と
対
戦
し
、
３
人
の
合
計
得

ー
ム
と
対
戦
し
、
３
人
の
合
計
得

点
で
点
で
決
め
る
も
の
。
交
互
に
投
げ

決
め
る
も
の
。
交
互
に
投
げ

合
い
、
相
手
チ
ー
ム
の
ス
ト
ー
ン
を

合
い
、
相
手
チ
ー
ム
の
ス
ト
ー
ン
を

円
の
中
心
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
は

円
の
中
心
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
は

じ
き
飛
ば
し
た
り
、
ス
ト
ー
ン
を
手

じ
き
飛
ば
し
た
り
、
ス
ト
ー
ン
を
手

前
に
置
い
て
仲
間
の
ス
ト
ー
ン
を
守

前
に
置
い
て
仲
間
の
ス
ト
ー
ン
を
守

っ
た
り
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
作
戦

っ
た
り
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
作
戦

が
勝
敗
の
鍵
を
握
り
ま
す
。

が
勝
敗
の
鍵
を
握
り
ま
す
。

　

昨
年
、
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た

　

昨
年
、
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た

右 岸 田　哲 夫 さん
  Tetsuo  Kishida 

左 岡 本　晴 美 さん
  Harumi   Okamoto  

集中力、チームワーク、
作戦が勝敗の鍵を握る

佐治町ユニカール同好会

氷
上
の
興
奮
を
屋
内
で

気
軽
に
楽
し
む

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
輪
が

少
し
ず
つ
広
が
っ
て

や
れ
ば
や
る
ほ
ど

や
れ
ば
や
る
ほ
ど

奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ

奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
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自主制作番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週水

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週金・土

静止画文字情報『鳥取市からのお知らせ』

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週火・木

鳥取市行政番組
『こんにちは鳥取市です』　【放送】毎週金・土

《6月の番組ガイド》

【今月の特集】

イベント・募集・相談などの
各種お知らせを、番組と番組
の間に、繰り返し放送します。

《放送時間》
① 6：30 ② 7：30 ③ 8：30 ④ 9：30 ⑤ 10：30
⑥ 11：30 ⑦ 12：30 ⑧ 13：30 ⑨ 17：30 ⑩ 18：30
⑪ 20：30 ⑫ 21：30 ⑬ 22：30

　鳥取市の各種行事やお知らせを手話で紹介しま
す。また、手軽な手話講座「やさしい手話」をお送
りしています。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット　　 （0857）22ー6111

※放送予定は予告なく変更することがあります。
　番組はホームページでも紹介しています。
　http://www.inabapyonpyon.net

※『いなばアグリタイム』、『とっとりウオーキング』も同様です。

※情報先進都市の実現をめざし、新鳥取市広域ＣＡＴＶ網整
備事業が進められています。合併地域のご家庭でも視聴い
ただける環境が整いつつあります。

　鳥取市の施策や事業の
取り組み状況、各種行事、
お知らせを紹介します。

間
見
ら
れ
ま
す
。

間
見
ら
れ
ま
す
。

　

同
好
会
の
み
な
さ
ん
が
大
会
に

　

同
好
会
の
み
な
さ
ん
が
大
会
に

参
加
す
る
と
き
の
チ
ー
ム
名
は
「
さ

参
加
す
る
と
き
の
チ
ー
ム
名
は
「
さ

じ
・
ア
ス
ト
ロ
チ
ー
ム
」。
ア
ス
ト
ロ

じ
・
ア
ス
ト
ロ
チ
ー
ム
」。
ア
ス
ト
ロ

パ
ー
ク
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
、

パ
ー
ク
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
入
り
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
入
り
の
TT
シ
ャ
ツ
シ
ャ
ツ

を
着
て
大
会
に
臨
み
ま
す
。
ま
た
、

を
着
て
大
会
に
臨
み
ま
す
。
ま
た
、

会
場
で
は
、
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
の
パ
ン

会
場
で
は
、
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、

し
て
、

佐
治
町
の

佐
治
町
の
P
R
P
R
もも
。。

　

全
国
で
愛
好
者
は
増
え
つ
つ
あ

　

全
国
で
愛
好
者
は
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
県
内
で
は
ま
だ
あ
ま

り
ま
す
が
、
県
内
で
は
ま
だ
あ
ま

り
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現
状
。

り
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現
状
。
佐佐

治
町
で
大
会
や
講
習
会
を
開
く
な

治
町
で
大
会
や
講
習
会
を
開
く
な

西
日
本
大
会
に
初
め
て
出
場
し
、

西
日
本
大
会
に
初
め
て
出
場
し
、

6060
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
中
で
、
い
き

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
中
で
、
い
き

な
り
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

な
り
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
メ
ン
バ
ー
の

た
メ
ン
バ
ー
の

１
人
、
岡
本

１
人
、
岡
本

さ
ん
さ
ん
はは
「「
初初
出出

場
で
、
他
の
チ

場
で
、
他
の
チ

ー
ム
の
レ
ベ
ル

ー
ム
の
レ
ベ
ル

が
わ
か
ら
な
か

が
わ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
戦

っ
た
の
で
、
戦

い
や
す
か
っ
た

い
や
す
か
っ
た

の
か
も
。
周

の
か
も
。
周

囲
が
気
に
な

囲
が
気
に
な

ら
ず
、
集
中

ら
ず
、
集
中

で
き
た

で
き
た
こ
と
が

こ
と
が

勝
利
に
つ
な

勝
利
に
つ
な

がが
っ
た
の
か
も

っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

すす
。。
ま
た
岸
田
さ
ん
は
、「
大
逆
転

ま
た
岸
田
さ
ん
は
、「
大
逆
転

が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
最
後
の
最

が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
最
後
の
最

後
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
。
先
の
先
を
読
ん

後
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
。
先
の
先
を
読
ん

で
作
戦
を
立
て
る
の
も
お
も
し
ろ
い

で
作
戦
を
立
て
る
の
も
お
も
し
ろ
い

で
す
が
、
３
人
の
気
持
ち
が
ひ
と
つ

で
す
が
、
３
人
の
気
持
ち
が
ひ
と
つ

に
な
ら
な
い
と
な
か
な
か
勝
て
ま
せ

に
な
ら
な
い
と
な
か
な
か
勝
て
ま
せ

ん
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日
ご
ろ
の
練
習

ん
。
日
ご
ろ
の
練
習
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中
で
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コ
ミ
ュ

の
中
で
の
コ
ミ
ュ
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シ
ョ
ン
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大
切
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と
ユ
ニ
カ
ー

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」
と
ユ
ニ
カ
ー

ル
の
魅
力
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重

ル
の
魅
力
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重

要
性
を
強
く
話
さ
れ
ま
す
。

要
性
を
強
く
話
さ
れ
ま
す
。
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カ
ー
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３
人
で
コ
ミ
ュニ
ケ

　

ユ
ニ
カ
ー
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は
３
人
で
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
相
談
を
し

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
相
談
を
し

て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
協
調
を

て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
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協
調
を
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と
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が
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も
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競
争
と
いっ

基
本
と
し
な
が
ら
も
、
競
争
と
いっ

た
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パ
イ
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少
々
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練
習
中
は
、

た
ス
パ
イ
ス
も
少
々
。
練
習
中
は
、

笑
顔
の
中
に
も
真
剣
な
表
情
が
垣

笑
顔
の
中
に
も
真
剣
な
表
情
が
垣

ど
し
て
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。「
メ

ど
し
て
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。「
メ

ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中
。
た
く
さ
ん

ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中
。
た
く
さ
ん

の
人
に
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
魅
力
を
知
っ
て

の
人
に
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
い
、
佐
治
を
〝
ユニ
カ
ー
ル
の
ま

も
ら
い
、
佐
治
を
〝
ユニ
カ
ー
ル
の
ま

ち
〞に
す
る
こ
と
が
大
き
な
夢
」
と
、

ち
〞に
す
る
こ
と
が
大
き
な
夢
」
と
、

岸
田
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

岸
田
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
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今
年
の
西
日
本
大
会
は
、
６
月

　

今
年
の
西
日
本
大
会
は
、
６
月

1818
日
、
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
、
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
毎

現
在
は
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
毎

週
２
時
間
程
度
、
練
習
に
汗
を

週
２
時
間
程
度
、
練
習
に
汗
を
流流

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す
。
岡
本
さ
ん
は
「
昨

。
岡
本
さ
ん
は
「
昨

年
の
大
会
で
は
あ
と
一
歩
と
い
う
と

年
の
大
会
で
は
あ
と
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
で
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
ろ
で
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
。
こ
の

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
、
作
戦
と
集

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
、
作
戦
と
集

中
力
で
、
今
年
は
必
ず
優
勝
し
ま

中
力
で
、
今
年
は
必
ず
優
勝
し
ま

す
。
自
信
は
バッ
チ
リ
」
と
胸
を
張

す
。
自
信
は
バッ
チ
リ
」
と
胸
を
張

って
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

って
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
た
。

いなば

ぴょんぴょんネット

・ 鳥取市のごみ事情
・ 指定管理者制度
・ 新鳥取市広域ケーブルテレビ網整備事業
・「スポレク鳥取 2006」～壮年サッカー～

　福部のラッキョウ、神戸の梅、青谷のびわなど、
市内の特産の収穫や出荷の様子をお伝えします。

　小学校の新一年生の学校生活の様子をご紹介する
『こんにちは一年生』がスタートします。

指定管理者制度指定管理者制度
お城山展望台「河原城」お城山展望台「河原城」

佐
治
を
ユ
ニ
カ
ー
ル
の

佐
治
を
ユ
ニ
カ
ー
ル
の

ま
ち
に

ま
ち
に

特別番組全国獅子舞フェスティバル・鳥取　（６月中旬放送予定）　
　麒麟獅子をはじめ県内外の獅子舞が一堂に会して
開催された、フェスティバルの模様をご覧ください。



貯水槽水道は設置者の責任で管理を行うことになっています

■問い合わせ先　福部町総合支所
　　　　　　　       産業建設課 （0857）75－2814

松くい虫防除の薬剤空中散布にご協力を

　　ビルやマンション、学校などの多くは、水道水を受水
槽にためて給水しています。このような給水方法を「貯
水槽水道」といい、受水槽容量により次の２種類に分け
られています。
  受水槽が 10立方㍍を超えるもの⇨簡易専用水道
  受水槽が 10立方㍍以下のもの⇨小規模貯水槽水道
　貯水槽水道は、水道法などにより設置者の責任で管理
を行うことになっています。管理が悪いと水が汚染され
るおそれがありますので、次のように適正な管理をお願
いします。

　 ▼１年に１回、清掃業者による清掃を行ってください
　　（有料）。

　 ▼１年に１回、登録検査機関による検査を受けてくだ
　　さい（有料）。

　 ▼蛇口から出る水の色、濁り、臭い、味、残留塩素の有無
　　に注意してください。

　 ▼供給する水が人の健康を害するおそれがあるとき
　　は、直ちに給水を停止し、利用者に知らせてください。

６月６日と２０日に、福部町地域で実施します

　今年も、次のとおり松くい虫防除のため、ヘリコプタ
ーで薬剤空中散布を実施します。みなさんのご協力をお
願いします。

【と　き】〔１回目〕6月 6日（火）午前5時～10時
〔２回目〕6月20日（火）午前5時～10時

【ところ】下図のとおり

おおいわ

ふ
く
べ

細
川

細
川

山
湯
山

海士西海士
浜湯山

ヘリポート

中湯山
湯山

湯山

散布地域
鳥取砂丘細川線

鳥
取
砂
丘

砂
丘

駟馳山

平野

H

日本海

【使用する薬剤の種類および量】
スミパイン乳剤（MEP80）…スミパイン乳剤を水で
18倍に薄めたものを、1回 1㌶当たり 30㍑（原液に換算
すると 1.667 ㍑）散布します。
この農薬は、果樹園や田畑でも広く使用されています。

【事故防止のためのお願い】
①散布当日に散布地域とその付近の山林に入ると、人によ
っては「頭痛」や「めまい」などが起きることがありますので、
散布後、当分の間（概ね 1週間）は入山を控えてください。
※頭痛やめまいなどの症状が現れた人は、下記問い合わせ
先までご連絡ください。
②ヘリコプターの発着場所（ヘリポート）は危険ですので
近寄らないでください。
③散布中は、地域内での駐車は避けてください。薬剤がか
かったと思われたら、速やかに洗車してください。
④散布区域内で山菜などを採られる人は、散布前日までに
採ってください。
⑤散布区域付近に住んでいる人は、当日の午前中は洗濯物
などを外に干さないようにしてください。

■問い合わせ先　簡易専用水道および小規模貯水槽水道（簡
易水道区域）：市役所第２庁舎農村整備課 （0857）20－
3246 ／小規模貯水槽水道（上水道区域）：水道局給水課
（0857）53－7933

【交通規制】
実施場所 実施日 時間帯

一般県道
鳥取砂丘細川線

６月 6日（火）
６月 20日（火）

午前 5時～ 7時
の間の 60分程度

貯水槽水道の適正な管理を

Information

市民のみなさんへお願い

10とっとり市報 2006.6.1
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て
は
男
性
15
・
４
㌫
、
女
性
25
・３
㌫
、

「
社
会
的
習
慣
、
風
潮
」
に
つ
い
て

は
男
性
11
・
２
㌫
、女
性
21
・８
㌫
、「
社

会
全
体
」
に
つ
い
て
は
男
性
５
・
７

㌫
、
女
性
15
・
５
㌫
と
、
そ
れ
ぞ
れ

10
ポ
イ
ン
ト
程
度
、
女
性
の
回
答
が

男
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
は
「
男
女
平
等
が
進
ん
だ
」

と
捉
え
て
い
る
も
の
の
、女
性
は「
ま

だ
ま
だ
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
社

会｣
と
捉
え
、
男
性
と
女
性
で
は
社

会
の
実
態
に
対
す
る
認
識
に
差
が
あ

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　　

男
性
も
女
性
も
、
み
ん
な
が
幸
せ

を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
性
別
に
対
す
る
意
識
を
変

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
事
・
育
児
」
と
い
う
よ
う
な

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
な
ど

を
見
直
す
、
②
女
性
に
備
わ
っ
て
い

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉

を
私
た
ち
が
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
数
年
経
ち
ま
す
が
、
私
た

ち
の
「
男
女
共
同
参
画
」
に
対
す
る

意
識
は
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
16
年
12
月
に
本
市
が
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施

し
た
結
果
、
興
味
深
い
数
値
が
表
れ

て
い
ま
す
。

　
「
男
女
平
等
意
識
の
変
化
」
と
い

う
項
目
で
、
男
女
平
等
の
現
状
に
つ

い
て
の
設
問
に
対
し
、「
大
い
に
進

ん
だ
」、「
進
ん
だ
」
と
思
う
と
し
た

人
が
男
性
で
は
、
合
わ
せ
て
63
・
９

㌫
だ
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
で
は
、

46
・
４
㌫
で
そ
の
較
差
が
17
・
５
ポ

イ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
分
野
の
男
女
の
地
位
に

つ
い
て
「
男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
と
の
回
答
は
、「
家
庭

生
活
」
に
つ
い
て
は
男
性
９
・
７
㌫
、

女
性
19
・
８
㌫
、「
職
場
」
に
つ
い

能力と意思で参画できる社会を

いのち・愛・人権

344344

男
女
平
等
と
市
民
意
識

男
女
平
等
と
市
民
意
識

6月 23日～ 29日 は男女共同参画週間

　

こ
の
週
間
の
趣
旨
は
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
喜
び
も

　

こ
の
週
間
の
趣
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、
男
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が
互
い
の
人
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を
尊
重
し
つ
つ
喜
び
も

責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
係
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
係
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
で
す
。

で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
も
こ
の
機
会
に
、
男
女
平
等
と
は
何
か
、
お
互
い
が
暮
ら
し

　

私
た
ち
も
こ
の
機
会
に
、
男
女
平
等
と
は
何
か
、
お
互
い
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い

や
す
い
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

う
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

る
性
的
特
性
を
尊
重
す
る
、
③
女
性

の
社
会
活
動
と
子
育
て
な
ど
家
庭
生

活
と
の
両
立
を
社
会
全
体
で
支
援
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
が
社
会
で

そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
・
活
躍
で

き
る
よ
う
に
す
る
、
④
社
会
の
対
等

な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　　

本
市
で
は
、
鳥
取
市
男
女
共
同
参

※詳しいことは、市報などでその都度お知らせします。

画
セ
ン
タ
ー
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」（
西

町
・
福
祉
文
化
会
館
内
）
を
推
進
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
女
性
の
社
会
参

画
や
男
性
の
家
事
参
画
な
ど
を
促
進

す
る
た
め
の
啓
発
講
座
の
開
催
や
活

動
団
体
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

健
康
で
長
寿
、
そ
し
て
み
ん
な
が

輝
い
て
生
き
ら
れ
る
鳥
取
市
を
め
ざ

し
て
、み
な
さ
ん
の
講
座
へ
の
参
加
、

ま
た
活
動
団
体
へ
の
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

講座名（予定時期） 　　　　　　 内　　　　容
パソコン講座
（6月、4回）

女性のパソコン技術習得を支援し、社会参画を
促進

匠に学ぶ男の料理教室
（6・9・12・2月、4回）

男性の家事参加を促進し、家庭の中の男女共同
参画や、仕事と家庭との両立を促進

わくわく男性塾
（7・2月、4回）

洗濯・掃除・介護などの基本と男性にとっての男
女共同参画を学び、男性の生き方の再発見を促進

今までの私から、ちょっとステ
ップアップセミナー（8月、5回）

自分自身や日々の生活を見つめ直し、女性の新
たな能力の発見・開発を支援

企画力養成講座
（8月、1回）

イベントなどの企画・運営のポイントを学び、男女共
同参画に関する啓発イベントの開催などの活動を支援

ＤＶ・児童虐待防止セミ
ナー（10月、3回）

ＤＶ、児童虐待の発生原因や現状、対応策につい
て考え、ＤＶなどの発生防止や被害者支援を推進

再就職・起業セミナー
（11月、4回）

起業・再就職に関する知識や技術を学び、女性
の就業を支援

女性のポジティブ・アクション
促進セミナー（11月、1回）

女性を積極的に登用している企業の実態や支援制
度を学び、企業での女性の積極的な登用を促進

いきいき女性塾
（1月、4回）

女性が抱える体や心の悩みの解決方法、会話のコツ
などを身に付け、いきいきと生活できるための支援

メディア・リテラシー講座
（2月、1回）

メディア情報に潜む性別による固定的役割分担
意識を助長する表現に気づく力の養成

子育てセミナー
（3月、2回）

子どもの発達段階に応じた子育ての悩みを解決す
るとともに、男女共同参画による子育てを支援

鳥取市男女共同参画センター「輝なんせ鳥取」の講座の開催計画

真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
に

真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
て

向
け
て

問い合わせ先　市役所男女共同参画課（福祉文化会館内）
　　　　　　　 （0857）20-3166

市
の
推
進
拠
点

市
の
推
進
拠
点

「「
輝輝きき

な
ん
せ
鳥
取
」
に
参
加
を

な
ん
せ
鳥
取
」
に
参
加
を



　4月21日( 金 )、国道 9号沿い白兎地内に道の駅「神話の里白うさぎ」が、
国道53号沿い河原町高福地内に道の駅「清流茶屋かわはら」がオープンし、
地元のみなさんや鳥取
市、国土交通省中国地方
整備局、工事関係者の出

席するなか、記念の式典などが行われました。「清流茶屋かわはら」は木
造平屋建てで、その名のとおり清流の茶屋をイメージした館内では、地元
の食材による料理が味わえるほか、地元の特産品、工芸品を買い求めるこ
とができます。一方、「神話の里白うさぎ」は鉄筋コンクリート造りの 2階
建てで、大きな社をイメージした館内では、新鮮な海産物や地元野菜を販
売するコーナーがあるほか、日本海を眺めながら海の幸を味わうことができ
るレストランもあります。お出かけの際の情報収集やトイレ休憩のほか、お
買い物やお食事にも、ぜひお立ち寄りください。

待望の道の駅、2カ所同時オープン

白兎、河原町高福

　東大阪市に本社のあるケーブル製造会社の「ブライトン」が、広岡にある新
津ノ井工業団地に新たな工場を建設することとなり、4月 25日（火）進出協
定書の調印式が市役所本庁舎で行われました。式では、同社長の村

むらたせいいち

田誠一さ
ん、竹

たけ

内
うちいさお

功鳥取市長、山
やまぐちよしのり

口祥義鳥取県商工労働部長が出席し協定書に署名。
村田社長は、「平成 21年に開通予定である無料の高速道路が、進出を決定し
た最大の要因」と語り、新たな雇用と生産の拡大に意欲をにじませていました。

新津ノ井工業団地に企業進出

市役所本庁舎

　子どもの日の 5月 5日 ( 金 )、第 11 回を数える恒例行事「用瀬ヤ
マメ釣り大会」が開催されました。今年は大型連休ということで、例
年を上回る 134人の参加者があり、親子連れなどが大物を狙って真剣
な表情で竿を出していました。25.5 ㌢の大物を釣り上げる人や 1人
で 29匹釣り上げる人もいて、会場は大いに盛り上がりました。

ゴールデンウィークに太公望が集結

用瀬町安蔵川

　5月2日( 火 )、福部町中央公民館で、耕心大学の開講式が行われま
した。耕心大学は65歳以上を対象とした趣味の講座で、受講生は、ふ
るさと探訪をはじめとする5つのコースで互いの親睦を深めながら1年
間学び、教養を高めていきます。この日は、午前中に県民カレッジ学友
会長の井

いのもとこうたろう

本幸太郎さんが「これからの人生、”生涯現役”で過ごすために」
と題して、認知症にならないための 5か条などを関西弁で楽しく講演。
昼食後は、佐治谷ばなし保存会の中

なかしまかきち

島嘉吉さんが昔話を語ると、受講生
は幼いころの記憶がよみがえったようで、ほのぼのとした様子でした。

福部町中央公民館

心を耕す生涯学習
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　4月 21日 ( 金 )、因幡国の一の宮、宇倍神社で「春の例大祭」が
行われました。午前中は「浦安の舞」や「麒麟獅子舞」など地元の
伝統芸能が奉納され、昼からは「麒麟獅子舞」を先頭に賑やかな奴

やっこ

行列や勇壮な武者行列、元気いっぱいのこども御
みこ し

輿などが町内を練
り歩きました。当日は、風の強い肌寒い一日となりましたが、境内
や参道には多くの見物客が訪れ、地元に古くから伝わる祭りを楽し
みました。

国府町宮下

因
いなばのくに

幡国の一の宮で春の例大祭

12 本の矢で五穀豊
ほうじょう

穣を占う

気高町八束水

　5月1日(月)、市役所駅南庁舎 3 階の障害者専用駐車場に、車椅子使
用者の駐車スペースを確保する案内装置「アイボックス」が設置されました。こ
の場所に車を駐車すると、パトライトが点灯するとともに障害者専用駐車場であ
ることを説明する音声が流れ、一般の駐車に自制を促します。この日は、寄贈者
である㈱今石電機製作所の今

いまいしひろし

石広代表取締役社長、㈱光陽の岸
きしもときよし

本清代表
取締役に、林副市長から感謝状が贈呈されました。本市は今後も、障害をお
持ちの人が住みよいまちづくりに積極的に取り組んでいきます。

車椅子使用者に強い味方、登場

市役所駅南庁舎

　4月 23日 (日 )、奈良時代から伝わる伝統行事で、県の無形民俗文化
財に指定されている「百

ももて

手の神事」が、気高町八束水の姫路神社で催さ
れました。邪気を払うという言い伝えのある天

てんぐ

狗と神楽獅子を先導に、
翁
おきな

の面をかぶった神官や氏子たちが境内を練り歩きます。その後、翁が
1年 12カ月を意味する12本の矢を的に向けて放ち、今年の五穀豊穣を
占うとともに、１年間の無病息災を祈ります。笛や太鼓がおごそかに鳴
り響く境内には、地区外からも多くのファンが訪れ、古くから大切に引
き継がれてきた伝統行事を、熱心にカメラに収めていました。

　5月 3日 ( 水 ) と 4日 ( 木 )、お城山展望台河原城で、恒例の「河原城春
の茶会」が開催されました。これまでは新緑の青空の下、野

のだ て

点が行われてい
ましたが、今年は天候に左右されないよう、初めて城内でのお茶会となりま
した。2日間で市内外から家族連れなど約 1200 人が訪れ、茶席のほか、河
原城マスコットキャラクター「あゆ丸くん」との写真撮影会や売

めぬ ま

沼神社の麒
麟獅子舞など、河原の春の祭りを存分に楽しんでいました。

河原城

お城で一服、ほっと一息

　5月 1日 ( 月 )、旧鹿野小学校体育館で舞台稽古を実施している劇団「鳥
の劇場」が、稽古の様子を一般公開しました。これは、5月 13日に静岡
の芸術祭で公演された「貴婦人故郷に帰る」の舞台作りと最先端の演劇
の稽古の模様をじかに感じてもらおうと、演出家で劇団主宰の中

なかしままこと

島諒人
さんがこの日も含めて 3回行ったものです。「演劇を通じて鳥取に元気に
なってもらいたい。この施設をお借りすることができ、大道具などの組
み立てや撤収などの制約がない分、演劇に集中でき、練習時間も長くとれ、
大変ありがたい。」と中島さん。鳥取での公演は秋に予定されています。

情熱の舞台裏を公開

旧鹿野小学校体育館
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情報ひろば
■各総合支所　
国府 （0857）39ー0555／福部 （0857）75ー2111
河原 （0858）76ー3111／用瀬 （0858）87ー2111
佐治 （0858）88ー0211／気高 （0857）82ー0011
鹿野 （0857）84ー2011／青谷 （0857）85ー0011

　

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者　

所
得
税
非
課
税
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
70
歳
以
上　

②
65
歳
以
上
で
老
人
医
療
受
給
者

助
成
内
容　

１
回
当
た
り
１
０
０
０

円
以
内
の
助
成
券
を
発
行
（
年
12
回

以
内
）
※
助
成
券
の
利
用
は
、「
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
免
許
を
取
得
し
、
鳥
取
県
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
、
鳥
取
県
鍼
灸
師

会
お
よ
び
鳥
取
県
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
会
に
加
盟
し
て
い
る
治
療

院（
所
）な
ど
に
限
り
ま
す
。

助
成
期
間　

６
月
１
日
〜
平
成
19
年

５
月
31
日

申
請
方
法　

６
月
１
日
（
木
）
以
降
、

保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
持
参
し
、
次
の
窓
口
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎
保
険
年

金
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
４
８
２
／

各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
上
記
参

照
）

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に

介
護
保
険
に
よ
る
給
付
費
の
内
容
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
利
用
明

細
を
通
知
し
ま
す
。

通
知
内
容　

利
用
さ
れ
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
お
よ
び
金
額
な
ど

通
知
方
法　

年
４
回
、
利
用
者
へ
通

知
書
を
郵
送

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎

高
齢
社
会
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
４
５
２
／
各
総
合
支
所
福
祉
保
健

課
（
上
記
参
照
）

　

所
得
の
低
い
要
介
護
者
な
ど
が
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設

に
入
所
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
し

た
場
合
に
、食
費・
居
住
費
を
減
額
す

る
負
担
限
度
額
認
定
の
更
新
手
続
を

行
っ
て
い
ま
す
。
認
定
証
の
期
限
は

６
月
30
日
ま
で
で
す
の
で
、
必
ず
期

限
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎

高
齢
社
会
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
４
５
４

　

運
動
機
能
の
低
下
や
閉
じ
こ
も

り
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

を
対
象
に
、
筋
力
向
上
や
認
知
症

予
防
を
目
的
と
し
た
通
所
に
よ
る

集
団
参
加
型
の
機
能
訓
練
教
室
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

転
倒
予
防
体
操
、
食
生
活
栄

養
相
談
、
歯
と
口
の
健
康
学
習
な
ど

を
内
容
と
す
る
半
年
間
（
１
回
当
た

り
２
時
間
程
度
、
全
12
回
）
の
教
室

を
４
・
７
・
10
・
１
月
に
毎
年
４
回

左
記
の
３
施
設
で
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
、
用

瀬
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
、
気
高
地
区

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

介
護
保
険
の
要
介
護
ま
た
は

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
運

動
機
能
の
低
下
や
閉
じ
こ
も
り
の
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
高
齢
者
で
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
必

要
と
認
め
た
人

参
加
費
用　

無
料　

※
た
だ
し
、
医
師
の
診
断
書
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎

高
齢
社
会
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
４
５
３
／
各
総
合
支
所
福
祉
保
健

課
（
上
記
参
照
）

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の

現
況
届
（
６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
１
日
（
木
）
〜
30

日
（
金
）

添
付
書
類　

▽
会
社
に
勤
務
し
て
い

る
人
＝
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ

ピ
ー
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書　

▽
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
、
本

市
に
転
入
し
て
き
た
人
＝
前
住
所
地

の
所
得
証
明
書

※
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
手
当

の
支
給
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
超
過
な
ど
で
こ
れ
ま

で
請
求
を
し
て
い
な
い
人
も
、
所
得

制
限
の
緩
和
や
所
得
額
の
変
更
な
ど

に
よ
り
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手
当
の
支

福　祉

負
担
限
度
額
認
定
の
更
新
手
続

支
給
対
象
の
拡
大
と
所
得
制
限
の
緩
和

「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」
参
加
者

高
齢
者
の 

は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
費
の
助
成

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
明
細

通
知
時
期

明
細
内
容

６
月
下
旬
ご
ろ

２
月
〜
４
月
利
用
分

９
月
下
旬
ご
ろ

５
月
〜
７
月　

〃

12
月
下
旬
ご
ろ

８
月
〜
10
月　

〃

３
月
下
旬
ご
ろ

11
月
〜
１
月　

〃

児
童
手
当
の
現
況
届
は
６
月
中
に
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給
対
象
が
小
学
校
６
年
生
修
了
前
の

児
童
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制

限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

※
制
度
改
正
に
よ
る
請
求
は
、
９
月

30
日
ま
で
に
受
け
付
け
し
た
も
の
に

限
り
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
の

緩
和
に
よ
り
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅

南
庁
舎
児
童
家
庭
課 

（
０
８
５
７
）

20̶

３
４
６
５
／
各
総
合
支
所
福
祉

保
健
課
（
14
ペ
ー
ジ
上
段
参
照
）

　

年
々
増
加
す
る
イ
ノ

シ
シ
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み

が
大
切
で
す
。

　

本
市
で
は
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
か
ら

農
作
物
を
守
る
た
め
、地
域
な
ど
が

と
き　

６
月
18
日（
日
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館 

多
目
的

ホ
ー
ル
（
市
役
所
駅
南
庁
舎
２
階
）

テ
ー
マ　
「
勝
つ
た
め
の
決
算
書
の

見
方
」

講
師　

鳥
取
環
境
大
学
助
教
授　

公

認
会
計
士　

鈴す
ず
き木 

義よ
し
ひ
ろ浩
さ
ん

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
０
０
０
円

申
込
先　

鳥
取
環
境
大
学
企
画
交
流

課
（
０
８
５
７
）
38̶

６
７
０
４
・

（
０
８
５
７
）
38̶

６
７
０
９
・
電

子
メ
ー
ル　

kouryu@
kankyo-u.

ac.jp

設
置
す
る
電
気
柵
、ト
タ
ン
、網
な
ど

の
被
害
対
策
に
か
か
る
資
材
費
用
に

つ
い
て
補
助
し
て
い
ま
す
。
電
気
柵

な
ど
を
設
置
す
る
場
合
は
、お
早
め

に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
く

は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第
２
庁
舎

林
務
水
産
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
２
３
５
／
各
総
合
支
所
産
業
建
設

課
（
14
ペ
ー
ジ
上
段
参
照
）

問い合わせ先　

△

市役所駅南庁舎市民税課 （0857）
20－3417

△

各総合支所市民生活課（14ページ上記参照）

「景観行政団体」「景観行政団体」

　本市は、平成 12 年度に「鳥取
市景観形成条例」を施行し、景観行政に取り組んでき
ましたが、景観法の規定に基づき鳥取県の同意を得て、
6月 1日から『景観行政団体』になりました。
　『景観行政団体』は、地域の特色に応じた景観計画の
策定や、建築物のデザインや色彩などについての景観
法に基づく規制・誘導により、よりきめ細やかな景観
行政に取り組むことが可能となります。
　今後、豊かな自然や歴史・文化的資産などを生かし
ながら、快適で個性ある魅力的な都市に育てていくた
め、市民のみなさんのご意見を伺いながら景観計画の
策定や条例の改正などを進めていきます。
　景観づくりに関するご意見や提案は、お気軽に下記
までお願いします。

納　　期 納　　期　　限
全 期 　 6 月 30日（金）
１ 期
２ 期  8 月 31 日（木）
３ 期 10 月 31日（火）
４ 期 平成 19年1 月 31日（水）

　市・県民税は、昨年中の所得を基に
計算され、今年の 1月 1日時点に住
んでいた市町村に納めていただくもの
です。納付方法は次のとおりです。

■特別徴収　給与所得者（サラリーマンなど）を対象
とした納付方法です。会社などの事業所が、6月から平
成 19年 5月までの毎月の給料から引き去り納めます。
なお、給料以外の所得（事業所得、譲渡所得など）が
ある場合は、それらの所得に対して普通徴収を選択す
ることができます。
■普通徴収　給与所得者以外（自営業、所得が年金だ
けの人など）を対象とした納付方法で、納税通知書で
納めます。なお、納税通知書は 6月 16日に郵送する予
定です。

市・県民税の納入方法

【市・県民税】

問い合わせ先　
市役所本庁舎都市計画課 （0857）　20－3272

普
通
徴
収
の
納
期
限

※市・県民税の納付は口座振替が便利です。詳しくは、
市役所駅南庁舎収税課 （0857）　20－3433まで。

になりました！

　本市では、地球温暖化防止と省エネルギー対策の取
り組みの一環として、庁舎内の冷房温度を摂氏 28 度
に設定し、６月１日から９月 30日まで
クールビズ（夏のノーネクタイ、ノー上
着の軽装）を推進します。市民、来庁者
のみなさんのご理解をお願いします。
問い合わせ先　
市役所本庁舎職員課 （0857）　20－3107

ー 

生
き
抜
く
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
講
座 

ー

鳥
取
環
境
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

被
害
対
策
の
支
援

お知らせ

職員のクールビズを推進しています
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In
fo

r
m

a
tio

n

と
き　

６
月
17
日（
土
）午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

鳥
取
環
境
大
学
（
若
葉
台

北
一
丁
目
）

内
容　

学
長
ミ
ニ
講
義
、体
験
授
業

（
各
学
科
）
、
在
学
生
と
語
ろ
う
、

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
な
ど

※
申
込
不
要
・
入
退
場
自
由
で
す
。

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、当
日
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
J
R

鳥
取
駅
南
口
か
ら
30
分
間
隔
で
運
行
。

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
環
境
大
学
入

試
広
報
課
（
０
８
５
７
）
38̶

６
７

２
０

と
き　

６
月
23
日（
金
）午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

県
民
文
化
会
館 

第
１
会

議
室

内
容　
「
湖
山
池
の
水
質
浄
化
お
よ

び
そ
の
有
効
利
用
に
関
す
る
研
究
」

の
成
果
に
つ
い
て

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
大
学
閉
鎖
性

水
域
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

（
０
８
５
７
）
31̶

５
０
９
３

　

商
店
街
お
よ
び
中
心
市
街
地
な
ど

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商
店
街
の

空
き
店
舗
対
策
や
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
要
件　

商
工
会
議
所
、商
工
会
、

中
央
会
お
よ
び
商
店
街
振
興
組
合
の

い
ず
れ
か
の
推
薦
ま
た
は
同
意
を
得

て
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

補
助
金
額　

対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
（
上
限
50
万
円
）

応
募
期
限　

随
時

■
空
き
店
舗
対
策
事
業

対
象
者　

商
業
者
、
商
店
街
振
興
組

合
、
市
民
活
動
団
体
な
ど

対
象
事
業　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た

に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
見
込
ま
れ
る
事

業対
象
経
費　

店
舗
賃
借
料
（
12
カ

月
）、
広
告
宣
伝
費

■
活
動
支
援
事
業

対
象
者　

商
業
者
グ
ル
ー
プ
、
商
店

街
振
興
組
合
、
任
意
の
商
店
会
な
ど

対
象
事
業　

独
自
の
広
報
活
動
、
定

期
的
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
活
動
事
業

対
象
経
費　

会
場
借
上
料
、
旅
費
、

委
託
料
、
消
耗
品
費
、
謝
金
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第
２
庁

舎
産
業
振
興
課
（
０
８
５
７
）
20̶

３
２
２
２

　
「
市
民
活
動
」
を
啓
発
し
、
市
内

の
市
民
活
動
団
体
の
取
り
組
み
を
広

め
る
事
業「
市
民
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
企
画
・
運
営
し
て
い
た
だ
く
市
民

活
動
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
体　

１
団
体

※
法
人
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
企
画
の
条
件　

市
民
活
動
を
広

く
市
民
へ
紹
介
し
、
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
推
進
に
つ
な
が
る
事
業

で
、
市
内
で
開
催
す
る
こ
と

委
託
金
額　

23
万
５
０
０
０
円
以
内

応
募
方
法　

市
民
参
画
課
に
配
置
し

て
あ
る
企
画
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

応
募
期
限　

７
月
３
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎

市
民
参
画
課
（
０
８
５
７
）
20̶

３
１
６
３
・
電
子
メ
ー
ル　sankaku

@
city.tottori.tottori.jp

　

来
年
開
催
の
鳥
取
市
成
人
式
を
企

画
・
運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
議
の
開
催　

10
回
程
度

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
昭
和
61
年

４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
日
午
後
７
時
以

降
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

応
募
方
法　

住
所・氏
名・
生
年
月
日・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、

郵
送
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

応
募
期
限　

７
月
31
日（
月
）

応
募
先　

生
涯
学
習
課
（
福
祉
文
化

会
館
内
）
（
０
８
５
７
）
20̶

３
３
６
３
／
電
子
メ
ー
ルkyo-

gakusyu@
city.tottori.tottori.jp

募
集
区
画

※
い
ず
れ
の
区
画
も
駐
車
場
、
給
水

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
期
限　

随
時　

※
２
次
募
集
の

た
め
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

商
店
街
に
ぎ
わ
い
形
成
促
進
事
業

お知らせ

鳥
取
大
学
閉
鎖
性
水
域
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開
セ
ミ
ナ
ー

市
民
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
運
営
団
体

鳥
取
環
境
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

成
人
式
実
行
委
員
会
委
員

募　集

市
民
農
園
新
規
利
用
者

地
区
名

面
積

空
き

区
画
数

利
用
料

（
年
間
）

里　

仁

10
坪

３

１
６
０
０
円

20
坪

30

３
２
０
０
円

滝　

山

20
坪

３

３
２
０
０
円
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問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第
二
庁
舎

農
業
振
興
課
（
０
８
５
７
）20̶

３

２
３
４

と
こ
ろ　

輝き

な
ん
せ
鳥
取
（
福
祉
文

化
会
館
内
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
の
男
性（
パ
ー
ト
ナ
ー
同
伴
も
可
）

参
加
費　

無
料

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）　

申
込
受
付　

６
月
２
日（
金
）〜

※
１
歳
〜
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
幼

児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
申
し
込
み

時
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。

申
込
先　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
文
化
会
館
内
・
西
町
二
丁

目
）
（
０
８
５
７
）
24̶

２
７
０
４

募
集
内
容
・
条
件　

男
女
平
等
な
ど

へ
の
思
い
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
な
ど
を
、
31

文
字
程
度
に
ま
と
め
た
１
行
詩
で
、

本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品

※
入
賞
作
品
の
一
切
の
権
利
は
、
市

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
も
記
入
）・
年
齢
・
職
業
（
学
校
・

学
年
）・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

応
募
期
限　

８
月
15
日
（
火
）
必
着

発
表　

９
月
24
日
開
催
予
定
の｢

女

と
男
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ｣

で
入
選
作
品
を
発
表
し
表
彰
す
る
ほ

か
、
入
選
作
品
は
市
報
お
よ
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
予
定

表
彰　

▽
一
般
の
部
：
最
優
秀
賞
１

点
（
賞
状
・
賞
金
２
万
円
）、
優
秀

賞
２
点
（
賞
状
・
賞
金
１
万
円
）、

入
選
４
点
（
賞
状
・
賞
金
５
千
円
）

▽
小
・
中
学
生
の
部
：
最
優
秀
賞
１

点
（
賞
状
・
記
念
品
）、
優
秀
賞
２

点
（
賞
状
・
記
念
品
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共

同
参
画
課
（
福
祉
文
化
会
館
内
・

〒
６
８
０̶

０
０
２
２
西
町
二
丁

目
３
１
１
番
地
）
（
０
８
５
７
）

20̶

３
１
６
６
・
（
０
８
５
７
）
20̶

３
０
５
４
・
電
子
メ
ー
ルdanjyo@

city.tottori.tottori.jp

国際文化観光都市
松江市役所からきました！松江市役所からきました！

山陰県都間の連携強化を図
る一環として、松江市との相
互派遣により、松江市職員の 
高
たかはし

橋 由
よしゆき

之さんが、4月１日か
ら交流職員として本市で勤務
しています。
　配属先は経済観光部産業振
興課で、企業誘致などの業務に
従事しています。

集募 市営住宅入居者
　入居を希望する人は、建築住宅課および各総合支所産
業建設課にある申込書に、必要事項を記入のうえ、お申
し込みください。なお、公営住宅以外の特定公共賃貸住
宅、若者向け賃貸住宅、身体障害者向け、シルバーハウ
ジング住宅の詳細については、お問い合わせください。
■受付期間　6 月 1日（木）～ 9日（金）
■申込先　市役所本庁舎建築住宅課 （0857）20-3291
／各総合支所産業建設課（14ページ上段参照）

種　別 団地名 戸　数 規　格 月額家賃（円）

公　営

徳　吉 ４ ３ＤＫ 12,200 ～ 24,800
賀　露 1 ３ＤＫ 30,900 ～ 51,200

湖　山
2 ３ＤＫ 27,400 ～ 46,100
1 ２ＤＫ 24,300 ～ 40,200

旭　町 1 ３ＤＫ 20,600 ～ 34,100
大　森 1 ２ＤＫ 14,600 ～ 24,200
浪花（福部） 1 ３ＤＫ 16,200 ～ 26,900
長瀬（河原） 1 ３DＫ 16,800 ～ 27,900
出合（鹿野） 1 ３DＫ 19,000 ～ 31,500
湯花（鹿野） 2 ２ＤＫ 21,600 ～ 36,500
西浜（気高） 1 ３DＫ 16,800 ～ 27,800
城山（青谷） 3 ３DＫ 14,400 ～ 24,300

特　賃
湖　山 1 ３DＫ 80,000
旭　町 2 ３DＫ 65,000 

若者向け グリーンハイツ
あおや 1 ２LＤＫ 45,000 

身体障
害者用

旭　町 1 ２LＤＫ 21,200 ～ 35,200
賀　露 1 ２LＤＫ 30,500 ～ 50,600

シルバー 湖　山 1 ２LＤＫ 26,400 ～ 43,700

と　

き

内　

容

講　

師

７
月
８
日

（
土
）

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

か
ん
た
ん
ピ

カ
ピ
カ
お
掃

除
術

〜
楽
し
く
掃

除
を
し
て
み

よ
う
！
〜

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業

湯ゆ
ぐ
ち口
義よ
し
ゆ
き幸
さ
ん

７
月
22
日

（
土
）

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

大
人
の
男
の

着
こ
な
し
術

〜
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
イ
ル
編
〜

紳
士
服
オ
ー
ダ

ー
シ
ョ
ッ
プ

販
売
員

わ
く
わ
く
男
性
塾

女ひ
と

と
男ひ

と

の
一
行
詩

今年のスローガン

ごちそうさま　お箸を歯ブラシにもちかえる

６月４日～１０日は、歯の衛生週間です

問い合わせ先　中央保健センター （0857）20－3195

◇ふしめ歯科健診を受けましょう
　対象者　40・50・60・70歳の人
 ※平成 18年 4月 1日から平成19年３月31日に
    上記 の年齢に到達する人。健診料500円

◇ 80歳になっても20本の歯を保とう
◇一生自分の歯でたべよう
◇午後のスタートは歯みがきから

高
たかはし

橋 由
よしゆき

之です。
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仕事はもちろん、文化、仕事はもちろん、文化、
観光、産業など鳥取の地観光、産業など鳥取の地
域性を学び、両都市相互域性を学び、両都市相互
の連携役になれるよう、の連携役になれるよう、
頑張りたいと思います。頑張りたいと思います。



In
fo

r
m

a
tio

n

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
画
と
協
働

に
よ
る
鳥
取
砂
丘
の
新
た
な
魅
力
づ

く
り
と
し
て
、
砂
を
素
材
に
し
た
サ

ン
ド
ア
ー
ト
（
砂
の
彫
刻
）
の
制
作
・

展
示
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

▽
サ
ン
ド
ア
ー
ト
の
デ

ザ
イ
ン
・
制
作
場
所
な
ど
の
検
討　

▽
サ
ン
ド
ア
ー
ト
の
制
作　

▽
サ
ン

ド
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営

応
募
条
件　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）の
人
で
、

サ
ン
ド
ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
り
、
計

画
づ
く
り
、
準
備
、
実
施
、
検
討
会

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人

応
募
期
限　

随
時　

報
酬　

な
し

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第

２
庁
舎
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進

課
（
０
８
５
７
）20̶

３
２
２
７

サ
ン
ド
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
委
員

　

相
談
内
容
は
近
隣
、
家
族
、
職
場

内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子
ど
も
、
女
性
、

高
齢
者
に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
、

人
権
問
題
全
般
で
す
。
相
談
は
無
料

で
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
受
付
は
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時

〜
４
時　

と
こ
ろ　

さ
ざ
ん
か
会
館（
富
安
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
（
０
８
５
７
）22̶

２

２
８
９

と
き　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
４
階

中
研
修
室
２
（
扇
町
）

相
談
内
容　

解
雇
・
配
転
・
賃
金
・

時
間
外
労
働
な
ど
、
個
別
的
な
労
働

関
係
の
相
談
全
般

※
使
用
者
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
県
労
働
委
員
会

の
委
員
、労
働
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
労
働
委
員

会
事
務
局
（
０
８
５
７
）
26̶

７
５

６
０
・〔
相
談
会
当
日
〕

０
９
０̶

７
７
７
８̶

２
１
０
９

　

土
地
家
屋
調
査
士
が
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

下
さ
い
。

と
き　

６
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
文
化
会
館
（
西
町
二

丁
目
）
３
階
第
１
会
議
室

相
談
内
容　

土
地
の
境
界
、
土
地
・

建
物
の
表
示
に
関
す
る
登
記
な
ど

※
受
付
は
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
事
務
局
（
０
８
５
７
）

22̶

７
０
３
８

募　集

特
設
人
権
相
談
所

職
場
の
労
働
関
係
相
談
会

問い合わせ先　鳥取社会保険事務所 （0857）27－8311
　　　　  市役所駅南庁舎保険年金課 （0857）20－3484

■免除制度…平成 18年度分の保険料から、これまでの全額、半額免除
に加え新たに 4分の 3、4分の 1の免除が設けられました。免除の期
間は、７月から翌年の６月までの１年間です。同一年度内であれば年度
当初の７月にさかのぼって申請を受け付けます（年金保険料を納付済み
の場合は除く）。しかし、それを過ぎると受けられない場合があります
ので、希望する人は早めに申請してください。詳しくは、下記問い合わ
せ先まで。
　なお、17 年度に既に全額免除、若年者納付猶予を受けている人で、
継続審査を希望している人は、年度替りにともなう再申請は不要です。
※半額免除および退職特例による免除該当者は、再申請が必要です。
■追納制度…上記の免除を受けた人が年金を受給する場合、免除期間の
年金額は、納めた場合の３分の１の額で算定されます。免除を受けてか
ら 10年以内であれば、保険料をさかのぼって納めることができる「追
納制度」があります。将来、十分な年金を受け取るためにも追納をおす
すめします。追納の申込みは社会保険事務所まで
■若年者納付猶予…同居している世帯主の収入が多いため免除が受け
られない若年加入者（30歳未満）のために、若年者納付猶予制度があ
ります。この制度は免除ではないため、10年以内に追納しないと猶予
期間に相当する年金額は全く受給できません。
※障害年金などの受給資格期間には算入されます。
詳しくは、下記問い合わせ先まで。

国民年金保険料免除の申請は
７月から受け付けます！

無料相談

土
地
境
界
に
関
す
る
相
談
会

先日、鳥取砂丘情報館の隣に先日、鳥取砂丘情報館の隣に
完成した砂の彫刻『お種伝説』完成した砂の彫刻『お種伝説』
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と　き　6月11日（日）
　　　　 正午～午後5時       
ところ　市民会館
入場料　300円

問い合わせ先　市役所本庁舎文化芸術推進課
　　　　 　　　 （0857）20－3226

ひろがれ　音のわ　仲間のわ

　

※日程が変更になる場合があります。
　必ず会場にご確認ください。　

〔　〕は開演時間
（有）は有料　

C onvention

コンベンション施設の催し案内
6月

イベント／展示／会議

■ 福祉文化会館　
　

△

鳥取皐月会  さつき盆栽展 3日（土）～5日（月）［午前9時 30分］

　

△

漣会  水墨ちぎり絵展 24日（土）～26日（月）［午前10時］
■ 文化ホール
　

△

鳥取吟詠会 第31回 吟と舞発表大会11日（日）［午前10時］
   

△

第24回 6歩の会洋画展14日（水）～19日（月）［午前10時］
■NHK鳥取放送会館ロビー
　

△

かよう会「鳥」24日（土）～30日（金）［午前10時］
■ 県民文化会館
　

△

第 29 回全日本おかあさんコーラス中国支部鳥取大会25日（日）［正午］

市 民 文 化 祭

問い合わせ先　鳥取市文化団体協議会 （0857）21-0865

5日（月）
11日（日）
18日（日）

4日（日）
5日（月）
17・18（土・日）

25日（日）

15日（木）

25日（日）

5～8（月～木）

南條隆 一座とスーパー兄弟 公演［午後1時・午後6時］（有）
第31回とっとり市民音楽祭［正午］（有）
第12回鳥取緩和ケア研究会市民公開講演会［午後1時］（有）

景良紫会おさらい会［午後1時］
第53回鳥取県高等学校総合音楽会［正午］
鳥取県東部地区高等学校第59回演劇発表会
［17日：午後1時30分、18日：午前9時50分］
ティーンズミュージックフェスティバル2006＆風街コンテスト
［午後1時］（有）

ふるさとの映像を見る会　「神話“因幡の白兎”に引か
れて」 ほか［午前10時 30分・午後2時］
子ども映画会「ガリバー旅行記」ほか
［午前10時 30分・午後2時］

わくわく絵てがみ展［5日：正午、6～８日：午前9時］

■【市民会館】掛出町・ （0857）24－9411

■【文化ホール】吉方温泉三丁目・ （0857）27－5181

■【視聴覚ライブラリー】湖山町西一丁目・ （0857）31－3254

■【パレットとっとり市民交流ホール】弥生町・ （0857）39－2555

　第17回「童謡・唱歌100曲マラソン」を開催します。
　コーラスグループのリードで、参加者のみなさんに「ふ
るさと」や「大きな古時計」など、だれもが知っている童
謡・唱歌100曲を歌ってもらい、心とからだの健康づく
りに役立てていただきます。
と　き　6月30日（金）午後1時～
ところ　県民文化会館「梨花ホール」
入場料　無料
出演団体　とっとり童謡唱歌の会など34団体
※午後2時までに入場された人には、歌詞集をお渡ししま
す。ご家族そろって、お越しください。
問い合わせ先△

同実行委員会 （0857）23－1529（鈴
すずき

木恵
けいいち

一さん）△

市役所駅南庁舎保険年金課 （0857）20－3482

̶̶国民健康保険事業国民健康保険事業̶̶

　ホタル鑑賞期間中、交通規制を実施しますので、樗谿公
園方面に車で入ることはできません。車でお越しの人は、
市役所または県庁駐車場をご利用ください（午後10時ま
で）。なお、期間中は、くる梨（100円バス）の赤コースを夜
間（午後7時～10時）運行しますので、ご利用ください。
期　　間　６月２日（金）～２5日（日）午後 7時～10時
規制場所　樗谿公園入り口
問い合わせ先　観光コンベンション推進課 （0857）20-3227

　ゲンジゲンジボタル鑑賞をはじめ、フォトコンテスト、人力
車による車による温泉街散歩、温泉屋台、逢

おうしゅう

鷲太鼓、龍の舞など楽
しい催しが盛りだくさん。ぜひ浴衣でお越しください。
と　き　6月17日（土）午後3時～
ところ　吉岡温泉街一帯
※6月10日（土）から24日（土）まで、
ホタル群生地を訪ねる企画も実施します。
問い合わせ先　同実行委員会 （0857）57－0800

と　き　6月 10日（土）・11日（日）

ところ　レーク大樹（金沢） 1 階ロビー

問い合わせ先　レーク大樹 （0857）57－0301

レーク大樹オープン８周年記念感謝祭レーク大樹オープン８周年記念感謝祭

▼逢
おうしゅう

鷲太鼓　 ▼新舞踊（たつみ会）
【公演時間】
  午前10時30分～、午後1時30分～

▼お茶会　

▼新鮮野菜市

11 日（日）の催し10日（土）の催し

申込・問い合わせ先　お笑い健康道場 （0857）39－2030

お笑い健康道場

童謡・唱歌１００曲マラソン童謡・唱歌１００曲マラソン

　お笑い健康道場では、開館中いつでもご利用いただけ
る「誰でもできる 30分フィットネス」を開始いたします。
内容　数種類の油圧式の運動器具を使用した 30 分間の
運動プログラムを行うほか、エアロバイクなどの有酸素
系フリートレーニングも行えます。
対象者　40歳以上の中高齢者が中心
会　費　4,725 円／月
開始日　７月１日（土）
開場時間　午前 9時～午後 8時（定休日：毎週水曜日）
受付開始　６月１日（木）
※無料体験会を平成１８年６月２９日（木）、３０日（金）
に予定しています。また、今話題の「ゲルマニウム温浴」
も別料金でご利用いただけます。
※シルバー英会話教室、レクレーション教室などの「お
笑いカルチャー教室」も会員を募集しています。

吉岡温泉ホタルまつり

樗
おうちだに

谿公園ホタル鑑賞期の交通規制
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　太　極　拳

平成18年 10月 21日（土）～24日（火）開催

フリー参加種目に参加しよう！フリー参加種目に参加しよう！

　

浄
水
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
や
今
後
の

予
定
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

事
業
開
始
の
平
成
11
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で

に
要
し
た
事
業
費
は
約
65
億
7
０
０
０
万
円
で
、

全
事
業
費
１
５
９
億
円
の
約
41
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
予
定
し
て
い
る
完
成
ま
で
に

行
う
主
な
工
事
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

完
成
ま
で
に
要
す
る
費
用
は
約
93
億
3
０
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
設
計
内
容
や

作
業
工
程
な
ど
を
さ
ら
に
検
討
し
、
十
分
な
浄

水
機
能
を
備
え
た
施
設
を
最
小
限
の
経
費
で
建

設
す
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
工
事
に
と
も
な
う

交
通
規
制
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

工
事
の
安
全
確
保
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な
水

道
水
の
安
定
的
な
供
給
を
目
指
し
て
浄
水
施
設

整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
浄
水
施
設
整
備
事
業
の
今
後
の
計
画

　水水　　道道
通　

信

No.13

鳥取市水道局
　☎（0857）53 ｜ 7811

　「スポレク鳥取２００６」では、都道府県代表種目　「スポレク鳥取２００６」では、都道府県代表種目
のほかに、誰でも気軽に参加できるフリー参加種目のほかに、誰でも気軽に参加できるフリー参加種目
を県内で７種目開催します。そのうち本市では、「太を県内で７種目開催します。そのうち本市では、「太
極拳」と「ウォークラリー」の２種目を下記のとお極拳」と「ウォークラリー」の２種目を下記のとお
り予定しています。家族や友達をお誘いあわせのうり予定しています。家族や友達をお誘いあわせのう
え、ふるってご参加ください。参加申込みは、それえ、ふるってご参加ください。参加申込みは、それ
ぞれ所定の方法でお申込みください。ぞれ所定の方法でお申込みください。

と　き　10月 21日（土）午前9時 受付開始　10月 21日（土）午前9時 受付開始
ところ　用瀬地区保健センター　用瀬地区保健センター
              （用瀬町 別府）              （用瀬町 別府）
参加料　無料無料
応募期限　9月 29日（金）9月 29日（金）
応募方法　市役所各窓口、各総合支所に配置して　市役所各窓口、各総合支所に配置して
ある申込書に記入のうえ、下記問い合わせ先まである申込書に記入のうえ、下記問い合わせ先まで

と　き　10月 22日（日）午前8時 受付開始　10月 22日（日）午前8時 受付開始
ところ　国府町中央公民館駐車場（国府町 庁）　国府町中央公民館駐車場（国府町 庁）
参加条件　１チーム２～６人で編成　１チーム２～６人で編成
参加料　１人300円１人300円
応募期限　8月 18日（金）8月 18日（金）
応募方法　市役所各窓口、各総合支　市役所各窓口、各総合支
所に配置して所に配置してある専用の郵便振替払取扱票である専用の郵便振替払取扱票で
※※チームごとに人数分の参加料を振り込んでください。チームごとに人数分の参加料を振り込んでください。

内容 　 ▽　 ▽案内所における「観光案内」および「交通案案内所における「観光案内」および「交通案
内」内」 ▽▽種目別大会会場における清掃活動種目別大会会場における清掃活動　　 ▽▽種目別大種目別大
会および交流広場における運営補助会および交流広場における運営補助
募集期限　7月 28日（金）　7月 28日（金）
※※詳しくは、下記問い合わせ先まで。詳しくは、下記問い合わせ先まで。

　ウォークラリー

種　　　　目 本大会期日 競技開始 本 大 会 会 場 備考
ソフトテニス 6月11日（日） 午前９時 布勢運動公園テニス場

得
点
競
技

卓　　　　球 6月 18日（日）
◎総合開会式
鳥取産業体育館９時

午前10時
鳥取産業体育館

弓　　　　道 市 武 道 館
ゲートボール 午前９時 市民スポーツ広場
グラウンドゴルフ 6月 25日（日） 午前９時 白兎グラウンドゴルフ場
男子バレーボール

7月 2日（日）
午前９時

鳥取産業体育館

女子バレーボール 国府町民体育館
国府中学校体育館

ソフトボール（Bグループ） 午前８時 千代川倉田スポーツ広場
軟式野球（Cグループ）

7月 9日（日）

午前８時 千代川倉田スポーツ広場
バドミントン

午前９時

鳥取産業体育館
テニス（Aグループ） 千代テニス場

バスケットボール 国府町民体育館
国府中学校体育館

水　　　　泳
7月 23日（日）
◎水泳開始式
8時30分

午前９時 市 民 プ ー ル

陸　　　　上 10 月 9 日（祝）
◎総合閉会式

午前
８時30分 布勢陸上競技場

相　　　　撲
6月 18日（日） 午前10時

富桑体育館相撲場 オ

ー
プ
ン
競
技

剣　　　　道
市 武 道 館

柔　　　　道
ボ 　ー　  ト 8月 20日（日） 午前９時 湖 山 池

　今年も体育の日までの４カ
月間にわたり、鳥取市民体育祭月間にわたり、鳥取市民体育祭
が開催されます。が開催されます。
　市内48の校区対抗で、小学　市内48の校区対抗で、小学

校区を人口規模で３グループに分け、各グループで得点を競校区を人口規模で３グループに分け、各グループで得点を競
います（オープン競技の 4種目はグループに関係なく自由います（オープン競技の 4種目はグループに関係なく自由
参加できます）。学生を除くアマチュア競技者なら誰でも参参加できます）。学生を除くアマチュア競技者なら誰でも参
加できます。みんなで参加し、スポーツに汗を流し交流を深加できます。みんなで参加し、スポーツに汗を流し交流を深
めましょう。めましょう。
■■総合開会式総合開会式　　
と　き　　６月18日（日）午前９時６月18日（日）午前９時
ところ　鳥取産業体育館　鳥取産業体育館
■■総合閉会式総合閉会式
と　き　10月 9日（月・祝）陸上競技終了後　10月 9日（月・祝）陸上競技終了後
ところ　布勢総合運動公園陸上競技場　布勢総合運動公園陸上競技場

第
48
回

みんなでいい汗を流し、交流を深めよう！

問い合わせ先　市役所第２庁舎体育課  （0857）20－3371

問い合わせ先　全国スポーツ・レクリエーション
祭推進室（文化センター内・吉方温泉三丁目） 
（0857）27－8001

「スポレク鳥取「スポレク鳥取2006」2006」大会運営ボランティアを大会運営ボランティアを　　　　　　　　しますします募募集集

■
江
山
浄
水
場
関
係　

用
地
造
成
、
管
理
本
館
、
塩
素
混
和
池
、
浄
水

池
、膜
ろ
過
施
設
、電
気
設
備
な
ど
の
工
事

■
向
国
安
導
水
ポ
ン
プ
場
関
係　

自
家
発
電
設
備
な
ど
の
工
事

■
叶
取
水
ポ
ン
プ
場
関
係　

ポ
ン
プ
設
備
な
ど
の
工
事

■
関
連
施
設
関
係

送
水
管
・
放
流
管
の
布
設
工
事
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問い合わせ先
　 市立病院総務課　 （0857）37－1522

下し
も
だ田　

豊ゆ
た
か　

市
立
病
院　

診
療
部
長（
麻
酔
科
）

救命救急士の病院実習
　鳥取市立病院は救急車で搬送される患者の救
命率を高めるために、救急救命士の病院実習に
協力しています。
　平成 16年から救急救命士による心臓停止・呼
吸停止となっている患者への気管挿管（気管に
呼吸をさせるチューブを入れること）が認めら
れました。しかし、救急の現場で救急救命処置
の一つである気管挿管を実施することは多くの
経験と正しい知識が必要とされます。市立病院
でも平成 16年から、気管挿管のための特別の講
習を修了し、豊富な救急業務経験を有する救急
救命士が病院実習をしています。全身麻酔で手
術を受けられる予定の患者のうち、全身の状態
が良好で判断力があり気管挿管に困難が予想さ
れない人に、麻酔専門医と実習救急救命士が説
明を行い、承諾を得られた約 250 人に対し麻酔
専門医の指導・監督下で、全身麻酔時に実習を
させていただきました。みなさまのご協力あり
がとうございました。実習による合併症は 1例
もなく順調に行われています。市立病院では８
人の救急救命士（鳥取県東部地区全体では18人）

が実習を修了しました。実習を修了した救急救
命士は救急の現場で気管挿管を行い、病院に到
着する前から確実な人工呼吸が行えるようにな
ってきました。このことが心臓停止・呼吸停止
となっている重症の患者の救命率を高めるもの
と期待しています。
　また、平成 18 年から救急救命士による薬剤
投与が認められ、これについても特別の講習を
修了し豊富な救急業務経験を有する救急救命士
が医師の指導の下に静脈路確保と薬剤投与の病
院実習を行うことになりました。救急救命士が
薬剤を投与できるようになれば、病院に到着す
るまでに心臓停止となっている患者の救命率が
さらに高まることが期待されます。この病院実
習についてもご理解いただき、ご協力いただき
ますようよろしくお願いいたします。
※いずれの実習も説明時に拒否されても、患者
の治療などに何ら不利益を生じることはありま
せん。

日 注　射　会　場 時　　間

14日（水）

美萩野一丁目集会所  9:30 ～  9:40
湖山西地区公民館  9:55 ～ 10:05
湖 山 地 区 公 民 館 10:15 ～ 10:30
賀 露 ６ 区 公 民 館 10:45 ～ 10:55
浜 坂 地 区 公 民 館 11:15 ～ 11:30

15 日（木）

松 保 地 区 公 民 館  9:30 ～  9:40
古 海 隣 保 館 10:00 ～ 10:10
富 桑 隣 保 館 10:30 ～ 10:40
城 北 地 区 公 民 館 10:50 ～ 11:00

16 日（金）

ＪＡ鳥取いなば鳥取支店  9:30 ～  9:40
東 吉 成 会 館  9:50 ～ 10:00
大 覚 寺 公 民 館 10:10 ～ 10:20
美 穂 地 区 公 民 館 10:30 ～ 10:40

日 注　射　会　場 時　　間
18日（日）市役所本庁舎玄関前  9:30 ～ 10:30

19 日（月）

津ノ井地区公民館   9:30 ～   9:45
面 影 地 区 公 民 館 10:00 ～ 10:15
岩 倉 地 区 公 民 館 10:30 ～ 10:45
稲葉山地区公民館 11:00 ～ 11:15

日 注　射　会　場 時　　間
9日（金） 佐 治 町 総 合 支 所 10:15 ～ 10:35

日 注　射　会　場 時　　間
9日（金） 用 瀬 町 総 合 支 所 10:50 ～ 11:10

日 注　射　会　場 時　　間
13日（火）青 谷 中 央 公 民 館  9:30 ～  9:50

日 注　射　会　場 時　　間
13日（火）農業者トレーニングセンター 10:10 ～ 10:30

日 注　射　会　場 時　　間
13日（火）鹿 野 町 総 合 支 所 10:50 ～ 11:10

日 注　射　会　場 時　　間
9日（金） 河 原 町 総 合 支 所 11:25 ～ 11:45

日 注　射　会　場 時　　間
12日（月）福 部 町 総 合 支 所 11:00 ～ 11:20

日 注　射　会　場 時　　間
18日（日）国 府 町 総 合 支 所  9:30 ～ 10:00

【福部地域】【鳥取地域】

【国府地域】【河原地域】

【用瀬地域】

【佐治地域】 【気高地域】

【青谷地域】

【鹿野地域】

　狂犬病予防注射は、毎年1回必ず受けなければなりま
せん。手数料・案内ハガキを持参のうえ、会場に飼い犬
を連れてきてください。なお、交付した鑑札･注射済票は、
犬の首輪などに装着し、登録･注射がされていることが分
かるようにしてください。
手数料
　 ▽新規登録（平成7年度以降に登録されていない生後91日以上の飼い犬）
　　　登録と予防注射手数料　5,950円
　 ▽継続（平成7年度以降に登録された飼い犬）
　　　予防注射手数料　2,950円
※犬表示シールが必要な場合は別途80円必要です。
※注射のとき犬が暴れる場合があります。必ず、押さえ
ることのできる飼い主が連れてきてください。

※犬同士がケンカをしないよう、
　十分注意してください。
※フンの始末などは飼い主が責任を持って行ってください。
※飼い犬の死亡や住所変更などの場合は、生活環境課 
　（0857）20－3216まで連絡してください。
※どうしても飼えなくなった場合は、東部総合事務所生活環
　境局（立川町六丁目） （0857）20－3675にご相談ください。

平成18年度飼い犬の登録と狂犬病予防注射（補足）を次の日程で行います。

　最近、ペットに関する苦情やトラブルが増えて
います。散歩中のふんの始末など、マナーを守っ
てほかの人に迷惑をかけないようにしましょう！

問い合わせ先　生活環境課 （0857）20－3216

犬の飼い主のみなさんへ犬の飼い主のみなさんへ

おお    願 い願 い

飼い犬の登録と狂犬病予防注射（補足・６月）
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シリーズvol.7シリーズvol.7 環境大学環境大学

　本年４月、環境政策学科３年の
山
やま

田
だ

義
よしたか

隆さん（広島県出身）が、１
月に行われた、気象予報士の試験
に合格しました。本学では初めて
の快挙となります。気象予報士の
制度は平成６年から導入され、全
国に約 5600 人の気象予報士が登
録されています。試験の合格率は
6.2 ㌫と難関ですが、小学校の頃から気象に興味があ
ったという山田さんは、３度目の挑戦で見事、栄冠を勝
ち取りました。県内には１５人の気象予報士がいますが、
そのなかで最年少となります。

トピックス

TOPICS

■■問い合わせ先問い合わせ先
　入試広報課　入試広報課

　　 （0857）（0857）38-672038-6720

　兵庫県西脇市で育った
私は、実家の近くで河川
改修が行われ、ホタルが
急にいなくなったことか
ら環境問題に興味を持つ
ようになりました。　
　プロジェクト研究（卒
業論文）では、鳥取地域の樗谿公園や、福部・青谷地
域のホタルの生態について調査しています。具体的に
は、川から水を採取し、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求
量）やＣＯＤ（化学的酸素要求量）などの測定を行い
ます。さらに、物理的環境（川幅・川底・川岸の状態
など）、人為的環境（住宅・照明・道路などの有無）、
生物的環境（植生・生物の種類など）を調査、特に人
間の活動がホタルに与える影響を、生息していない河
川とでは、どう違うかを比較し、ホタルの棲みやすい
環境について考察しています。
　また、大学では水質に興味をもち、合格率 20㌫の
資格、公害防止管理者（水質１種）に合格することが
できました。今後も、水環境の保全を積極的に考えて
いきたいと思います。

　

青
谷
上
寺
地
遺
跡
展
示
館
で
は
、

７
月
２
日
ま
で
弥
生
時
代
の
農
耕

具
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
、
２
種
類
の
田
下
駄
が
あ

り
ま
す
。
田
下
駄
は
、
湿
田
で
農

作
業
を
す
る
と
き
、
足
が
泥
の
中
に

沈
ま
な
い
よ
う
に
履
く
農
具
で
す
。

　

下
駄
と
い
え
ば
、
普
通
三
つ
穴
で
、

親
指
で
紐ひ

も

を
挟は
さ

む
も
の
を
想
像
し

ま
す
。

　

青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
は
、
長
方
形

の
板
に
４
つ
の
穴
が
開
い
た
も
の
と
、

長
方
形
の
長
辺
に
４
カ
所
の
抉え

ぐ

り
が

入
れ
ら
れ
た
も
の
が
出
土
し
、
そ
の

総
数
は
約
２
０
０
点
に
な
り
ま
す
。

　

四
つ
の
穴
や
抉
り
は
、
微
妙
に
間

隔
が
違
い
、
人
の
足
の
形
に
合
わ
せ

て
、
つ
ま
先
の
方
を
広
く
、
か
か
と

の
方
を
狭
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
他
の
遺
跡
で
は
、
足
を
置
く
と

こ
ろ
が
す
り
減
っ
た
り
、
足
を
置
く

と
こ
ろ
が
高
く
作
ら
れ
た
り
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
形
状
か
ら
横

長
で
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
横
長
に
し
て
田

下
駄
を
履
く
と
、
通
常
の
足
で
は
つ

ま
先
や
か
か
と
が
は
み
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。
最
近
ま
で
使
わ
れ
て
い
た

例
で
は
、「
つ
ま
先
が
少
し
板
か
ら

出
て
泥
に
触
れ
る
く
ら
い
が
歩
き
や

す
い
」、「
か
か
と
は
出
て
も
か
ま
わ

な
い
」
な
ど
の
意
見
も
あ
る
と
か
。

で
も
半
分
以
上
は
み
出
せ
ば
ど
う
で

し
ょ
う
。

　

体
験
の
結
果
は
、
次
回
（
８
月
１

日
号
）
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

弥
生
の
生
活
を
体
験
！

田た

下げ

駄た

は
横
長
に
履は

く

時
を

四つ穴の開けられた田下駄四つ穴の開けられた田下駄

抉りの入った田下駄を履く抉りの入った田下駄を履く

気象予報士試験に合格気象予報士試験に合格

～ホタルの生態調査～～ホタルの生態調査～
プロジェクト
研究紹介

PROJECT

環境政策学科４年　環境政策学科４年　東東
ひがしひがし

野野
のの

　　正正
まさよしまさよし

佳佳  さんさん
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　高速道路時代が目の前に迫ってきました。2009 年度には、
鳥取市と中国縦貫自動車道を結ぶ無料の高速道路「鳥取自動車
道」が開通する予定です。この年は、鳥取市制 120周年、市町
村合併 5周年にもあたることから、鳥取自動車道開通イベント
を「因幡の祭典」として、市民総参加のもとに開催し、できる
だけ多くの方々に、この機会を通じて鳥取をもっと知っていた
だきたいのです。
　「高速道路を活かした地域経済の活性化」と「観光資源の魅力
アップによる観光客の大幅増加」は、本市の最大の課題です。一
人ひとりの市民のみなさんが知恵と力を出し合い、積極的にご参
加いただければ、この祭典は必ず成功すると確信しています。
　観光都市鳥取のさらなる魅力アップのために最も重要なこと
は、点在する観光資源を結びつけるネットワーク化です。今年
4月にオープンした白兎と河原の道の駅は、わが国最古の歴史
書といわれる古事記に記された因幡の白うさぎと大

おおくにぬしのみこと
国主命、さ

らには八
や
上
かみ
姫
ひめ
の神話で結びついており、古代のロマンを感じさ

せるところです。ゴールデンウィーク期間中、「神話の里白う
さぎ」には 37,300 人、「清流茶屋かわはら」には 89,200 人も
の人が訪れました。鳥取砂丘及びその周辺地域には、155,800
人の人出があり、鳥取砂丘と２つの道の駅は、本市の観光ネッ
トワークの重要な核として、大きな役割を果たすものと期待し
ています。
　私は、ふるさと鳥取の魅力を全国に向けて強力に情報発信し、
「観光都市　鳥取」を訪
れる観光客が、平成 22
年度には 200 万人以上と
なるよう力強く取り組ん
でまいります。市民のみ
なさん、鳥取市の魅力が
満喫できる新しい観光ル
ートを一緒に考えていた
だけませんか。
　　　　　　　　　　             
鳥取市長　竹 内　 功 

鳥取市の新たな観光戦略

Vol.2Vol.2市長からの手紙

10

【県と市の観光客数の推移】
（千人）
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（出典：県観光課 /観光客入込動態調査結果）
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市民美術展

入賞作品紹介
※第 44回鳥取市民美術展の入賞作品の紹介は今回で終了します。

「とっとり市報」について、ご意見
ご感想をお寄せください。
〒680ー8571　市役所本庁舎秘書課広報室
　　　　　　 （0857）20ー3159
　　　　　　 （0857）21ー1594
電子メール　kouhou@city.tottori.tottori.jp

鳥取市雲山

川
かわばた

端　芳
よし こ

子さん

　

鳥
取
に
は
、
鳥
取
砂
丘
、
多た

ね鯰
ヶ
池
、

谿だ
に

公
園
な
ど
、
美
し
い
景
色
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
美
し
い
景
色
を
見
た
と

き
の
感
動
を
記
憶
し
て
お
き
た
く
て
絵
を
描

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
は
、
多
鯰
ヶ
池
の
ス
イ
レ
ン
の
花
の

柔
ら
か
さ
と
、
葉
の
力
強
さ
の
対
比
に
心
ひ

か
れ
て
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
時
の
感
動
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
長
い
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く

り
と
描
き
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
感
動
を
思
い
出
せ
る
よ
う
な

絵
を
、
私
自
身
の
表
現
方
法
で
描
き
続
け
た

い
で
す
。

16 粒
160g
16 枚
少々
適宜
1個
適量
1カップ

大さじ 2
適量

エネルギー144kcal、たんぱく質8.8g、脂質4.2g、
カルシウム20.0mg、鉄 1.0mg、塩分 1.4g 

材料（４人分）
豚肉を広げて、塩・コショウをふる。

1の上に、洗って茎を取った青ジソ2枚を
縦に並べて敷き、手前にラッキョウ2粒を
並べて置いて、ラッキョウを芯にして巻く。

フライパンなどに油を入れ、2を小麦粉、卵、
　の衣を順番に付けていき、こんがりきつ
ね色になるまで揚げる。

1.

2.

3.

１
人
分

甘酢ラッキョウ
豚肉モモ薄切り
青ジソ
塩・コショウ
小麦粉
卵
揚げ油
　　パン粉
　　パルメザンチーズ
　　青ノリ

健康づくりのため
の簡単にできる朝
食の一品を９回シ
リーズで紹介して
います。 朝食編朝食編Vol.Vol.２２

食生活改善推進員連絡協議会福部支部

食し
ょ
く

らっきょうカツ～磯風味

一口メモ… 朝食は一日の活動の
源。血液をサラサラにする“らっ
きょう”とビタミン豊富な“豚肉”
を合わせた元気な一品！これでス
タミナバッチリです。

{A
A

日
本
画　

市
議
会
議
長
賞　

水す
い
れ
ん蓮

つ・ぶ・や・き
◆サッカーのワールドカップドイツ大会が始まる。日本
代表は、優勝最有力候補で連覇を狙うブラジル代表と
同じFグループ。そういえば、３月のワールドベースボー
ルクラッシックで優勝した日本代表も、２次リーグで優
勝候補のアメリカ代表が同じグループに・・・。待てよ、そ
の前の２月でのトリノオリンピックでは、フィギュアスケー
ト女子で荒川静香選手が金メダル！ 今年に入って日本
スポーツ界初の快挙となる世界一が２つ。ひょっとする
と２度あることは３度ある？ なんて変にこじつけて期待
してしまう。ニッポンがんばれ！！ また睡眠不足だ。（康）
◆母親にラブレターを書いてみたいなって思った本に
出会いました。リリー・フランキーの「東京タワー　～オ
カンとボクと、時々、オトン～」です。この本には、家族な
んてこっ恥ずかしいなと思っていた子どものころに感じ
たこと、そして大人になった今でも言葉にできない母親
への想いがたくさん詰まっています。いちばん一緒にい
たいとお互いに思って生きているオカンとボクが、リリー
さんの文章力と描写力で鮮やかに淡々と書かれていま
す。読みながら泣いて、泣きながら読んでの繰り返し。
大切な人を大切だと、ちゃんと言えることの幸せを教え
てくれた本でした。（Y

2
）

募集作品
■一般の部　 ▽小説／ 400字× 30枚以内

▽評論／同 20枚以内　 ▽戯曲・脚本／同
50枚以内　 ▽エッセイ／同5枚以内　 ▽詩
／同 3枚以内　 ▽短歌／はがきに5首　 ▽

俳句／同5句　 ▽川柳／同5句
■小・中学生の部　 ▽ 詩／ 400 字× 3枚以
内　 ▽短歌／はがきに2首　 ▽俳句／同 2
句　 ▽川柳／同2句
応募要項　 ▽ 1 人 1部門、本人が創作した
未発表の作品　 ▽黒のボールペンか濃い鉛
筆で筆記
※応募原稿は、原則として返却しません。
応募期限　7月 31日（月）必着
表彰　各部門ごとに「鳥取文芸賞」「奨励賞」
「佳作」を選考
応募・問い合わせ先　鳥取市社会教育事
業団事務局（福祉文化会館内・西町二丁目）
（０８５７）21̶０８６５

「鳥取文芸」第28号作品
募　集

　
樗

お
う
ち

CIVIL  GALLERY


